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１　

は
じ
め
に

　

我
が
国
に
お
い
て
、
文
書
偽
造
罪
は
財
産
犯
と
は
区
別
さ
れ
た
独
立
の
犯
罪
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
書
の
公
共
的

信
用
を
保
護
法
益
と
し

（
１
）

、
詐
欺
等
の
財
産
的
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
犯
罪
と
は
保
護
法
益
が
異
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
た
め
で

あ
る

（
２
）

。
も
っ
と
も
、
こ
の
文
書
の
公
共
的
信
用
と
い
う
財
産
犯
と
区
別
さ
れ
た
保
護
法
益
理
解
が
固
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
多
く
の
場

合
に
偽
造
行
為
が
詐
欺
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
点
が
偽
造
罪
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
文
書
偽

造
罪
と
詐
欺
を
中
心
と
し
た
財
産
犯
と
の
間
の
密
接
な
関
連
性
は
否
定
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

英
米
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
偽
造
罪
は
財
産
犯
と
の
関
係
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
我
が
国
で
は
偽
造
の
主
観
的
要

件
と
し
て
「
行
使
の
目
的
」
を
要
求
す
る
に
止
ま
る
の
に
対
し

（
３
）
、
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
州
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
制
定
法
は
、

主
観
的
要
件
と
し
て
「
詐
取
す
る
意
図
（intent to defraud

）」
を
要
求
し
て
い
る
点
で
、財
産
犯
と
し
て
の
側
面
が
滲
む
作
り
と
な
っ



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
理
解

（
都
法
五
十
七–

二
）　　
　

二
四
七

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
偽
造
罪
を
財
産
犯
か
ら
独
立
し
た
犯
罪
と
し
て
規
定
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
よ
り
も
厚
く
議
論

さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
４
）
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
偽
造
罪
に
は
財
産
犯
と
は
区
別
さ
れ
た
独
自
の
存
在
意
義
が
あ
り
、
そ
の
本
質
は
文
書
の

真
正
性
の
保
護
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
偽
造
行
為
の
概
念
に
つ
い
て
も
我
が
国

と
類
似
の
考
え
方
が
採
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
（
偽
造
）
罪
の
模
範
刑
法
典
及
び
代
表

的
な
州
法
の
規
定
を
中
心
と
し
て
そ
の
要
件
を
検
討
し
、
文
書
偽
造
罪
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す 

る
。

　
２　

模
範
刑
法
典
二
二
四
・
一
条

（
５
）

の
制
定
過
程

　

一
九
六
二
年
に
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会（A

m
erican Law

 Institute

）に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
模
範
刑
法
典（M

odel Penal Code （
６
））は
、

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　　

二
二
四
・
一
条

（
１
）
詐
取
す
る（

（
（

又
は
人
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
又
は
他
者
の
詐
取
も
し
く
は
加
害
行
為
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、

行
為
者
が

（
ａ
）	権
限
な
し
に
他
者
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
８
）
を
変
更
す
る
、
又
は

（
ｂ
）	権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
に
他
者
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
、
又
は
実
際
と
は
異
な
る
日
時
、
場
所
、
順
序
で
完
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成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
、
又
は
原
本
は
存
在
し
な
い
の
に
原
本
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
何
ら
か

の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
作
成
、
完
成
、
調
印
、
認
証
、
発
行
又
は
交
付
す
る
、
又
は

（
ｃ
）	（
ａ
）
号
又
は
（
ｂ
）
号
で
特
定
さ
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
行
使
す
る
場
合

に
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
罪
と
な
る
。

	

「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
は
印
刷
物
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
情
報
の
記
録
、金
銭
、硬
貨
、代
用
貨
幣
、切
手
、印
章
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
バ
ッ
ジ
、
商
標
、
そ
し
て
そ
の
他
の
価
値
、
権
利
、
特
権
、
又
は
同
一
性
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
を
含
む
。

　

こ
の
模
範
刑
法
典
の
規
定
は
、
草
案
の
規
定
か
ら
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
。
草
案
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
二
二
三
・
一

条
（
一
）
で
、「
人
を
欺
く
又
は
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
偽
造
し
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
又
は
そ
の
他
の
物
を
作
成
又
は
行
使
し
た
物
は

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
罪
で
あ
る
。
行
使
は
、
発
行
す
る
、
認
証
す
る
、
交
付
す
る
、
公
表
す
る
、
又
は
そ
の
他
偽
造
し
た
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
又
は
物
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
著
作
者
（authorship

）、権
限
（authority

）、日
付
、そ
の
他
真
正
性
（authenticity

）

の
面
に
関
し
て
誤
っ
た
印
象
を
伝
え
る
よ
う
に
作
成
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
は
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
単
に
そ
の
他
虚

偽
表
現
を
含
む
と
い
う
理
由
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
偽
造
に
な
ら
な
い
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
た

（
９
）

。
こ
こ
で
は
偽
造
の
客
体
に
つ
い
て
「
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
又
は
そ
の
他
の
物
」
と
さ
れ
て
お
り
、
文
書
以
外
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
も
偽
造
罪
の
対
象
と
し
て
規
定
し
て
い
た
が
、
模
範

刑
法
典
で
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
み
を
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
対
象
と
し
、
そ
の
他
の
物
は
二
二
四
・
二
条
を
追
加
的
に
規
定
す
る
こ
と
で

カ
バ
ー
す
る
形
を
採
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
更
は
、
偽
造
行
為
の
定
義
を
具
体
的
に
示
す
形
式
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
客
体
に

つ
い
て
も
限
定
的
に
規
定
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
客
体
の
規
定
に
も
影
響
を
与
え
た
草

案
か
ら
模
範
刑
法
典
へ
の
中
心
的
な
変
化
は
、偽
造
行
為
の
定
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、草
案
で
は
偽
造
に
つ
き
「
偽
造
し
た
ラ
イ
テ
ィ
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ン
グ
又
は
そ
の
他
の
物
を
作
成
又
は
行
使
（m

akes or utters a forged w
riting or other object

）」
す
る
こ
と
だ
と
示
し
て
い

た
の
に
対
し
、
模
範
刑
法
典
で
は
、
抽
象
的
に
作
成
・
変
更
・
行
使
と
い
っ
た
定
義
を
示
す
の
で
は
な
く
、（
ａ
）
号
か
ら
（
ｃ
）
号

の
具
体
的
な
行
為
の
類
型
を
偽
造
と
定
義
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
模
範
刑
法
典
に
お
い
て
草
案
に
示
さ
れ
な
か
っ
た
「
変
更
」
行
為
が
（
ａ
）
号
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
変
更
行
為

を
新
た
に
処
罰
対
象
に
含
め
た
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
も
処
罰
さ
れ
て
き
た
行
為
を
具
体
的
に
明
示
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
発
展
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ

り（
（1
（

、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
背
景
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
偽
造
罪
の
発
展
の
過
程
が
あ
る（

（1
（

。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
偽
造
処
罰
は
、
大
逆
罪
と
な
る
よ
う
な
貨
幣
の
偽
造
に
対
す
る
処
罰
に
始
ま
り
、
公
的
性
質
を
有
す
る
文
書
の
偽
造
に
対
す
る
処
罰

へ
広
が
り
、
私
的
文
書
の
偽
造
へ
と
処
罰
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
同
様
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
時

代
か
ら
法
的
な
文
書
に
他
人
の
氏
名
が
権
限
な
く
使
用
さ
れ
る
と
、
他
者
に
財
産
的
損
害
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
虚

偽
の
文
書
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
流
布
さ
れ
た
場
合
、
真
実
の
文
書
を
利
用
す
る
上
で
も
困
難
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
他
人
の
氏
名

を
利
用
し
た
法
的
文
書
の
作
成
を
禁
圧
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
他
人
に
よ
っ
て
有
効
に
作
成
さ
れ
た
文
書

の
改
変
に
も
、
無
権
限
に
他
人
の
氏
名
を
使
用
す
る
こ
と
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め（

（1
（

、
文
書
の
詐
欺

的
な
作
出
と
詐
欺
的
な
改
変
の
両
方
を
禁
じ
、
両
方
を
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
と
し
て
処
罰
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
従
来
か
ら
偽
造
行
為

と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
文
書
の
詐
欺
的
な
変
更
に
つ
い
て
も
、
模
範
刑
法
典
で
は
具
体
的
行
為
類
型
と
し
て
明
示
さ
れ
た
。

　

次
に
、
変
更
や
作
成
と
い
っ
た
行
為
の
形
式
だ
け
で
な
く
、
権
限
の
有
無
や
作
成
の
意
図
に
つ
い
て
も
、
草
案
と
は
異
な
り
、
か
な

り
具
体
化
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
草
案
の
段
階
で
は
、
真
正
性
（authenticity
）
に
つ
い
て
誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
偽
造

と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
理
解
を
軸
と
し
て
、
包
括
的
な
形
で
規
定
さ
れ
て
い
た
。
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後
述
す
る
偽
造
の
概
念
の
理
解
と
関
係
す
る
が
、
こ
の
真
正
性
を
軸
と
し
た
偽
造
の
定
義
に
は
、
不
明
確
さ
が
残
る
と
し
て
批
判
さ

れ
た
結
果
、
草
案
か
ら
現
在
の
規
定
へ
と
変
更
さ
れ
る
に
至
る（

（1
（

。
も
っ
と
も
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
理
解
に
お
い
て
、
真
正
性
と
い
う

用
語
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
い
か
な
る
行
為
を
処
罰
す
べ
き
偽
造
行
為
と
し
て
捉
え
る
か
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
文
書
の
真
正
性
が

基
準
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
文
書
の
真
正
性
と
は
、
我
が
国
の
真
正
文
書
の
考
え
方
と
同
じ
く
、
文
書
の
名
義
人
と

作
成
者
が
一
致
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
単
な
る
不
実
表
示
の
文
書
と
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
を
区
別
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
真
正
性
と
い
う
基
準
は
、
例
え
ば
会
社
の
従
業
員
に
よ
る
ペ
イ
ロ
ー
ル
の
詐
欺
的
な
水
増
し
の
ケ
ー
ス
等
が
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
か

ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
上
で
基
準
と
し
て
明
確
で
な
い
と
批
判
さ
れ
た（

（1
（

。作
成
者
や
作
成
権
限
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
が
、

内
容
に
お
い
て
不
実
な
文
書
を
作
成
し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
文
書
の
真
正
性
を
害
す
る
に
至
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
、
内
容
の
一
部
分

が
偽
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
区
別
に
お
い
て
、
十
分
に
明
確
な
基
準
と
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

真
正
性
に
つ
い
て
誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
、
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、
そ
の
具
体
的
な
行
為
類
型
を
明
示
す
る
形
で
模
範
刑
法
典
が
提

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

文
書
の
真
正
性
の
保
護
と
い
う
理
解
を
有
し
な
が
ら
も
、
そ
の
基
準
の
不
明
確
さ
を
排
除
す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
具
体
化
を
試
み

た
の
が
現
在
の
模
範
刑
法
典
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
適
用
範
囲
が
明
確
に
区
分
け
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
各
州
法
も
必
ず
し
も

模
範
刑
法
典
と
近
い
規
定
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
定
義
に
は
州
ご
と
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
理
解

（
都
法
五
十
七–

二
）　　
　

二
五
一

３　

州
法
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
と
模
範
刑
法
典
と
の
相
違

　
（
１
）
州
ご
と
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
規
定

　

ア
メ
リ
カ
の
模
範
刑
法
典
は
、
草
案
の
段
階
か
ら
各
州
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法
の
規
定
を
参
照
し
な
が
ら
、
よ
り
適
切
な
規

定
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
き
た（

（2
（

。
各
州
は
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
規
定
を
有
し
て
お
り（

（2
（

、
そ
の
形
式
は
必
ず
し
も
模
範
刑
法

典
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
州
に
お
い
て（

（2
（

、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
が
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る

か
、
一
般
的
な
文
書
に
対
す
る
偽
造
の
定
義
規
定
を
参
照
す
る
。

　
（
２
）
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
―
客
体
の
列
挙
と
詐
取
す
る
意
図

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
刑
法（

（2
（

四
七
〇
条

（
ａ
）	

詐
取
す
る
意
図
で
、
彼
又
は
彼
女
に
権
限
が
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、（
ｄ
）
に
載
っ
て
い
る
ア
イ
テ
ム
の
い
ず
れ
か
に
、
他
者
又
は
架

空
の
人
の
氏
名
を
署
名
す
る
全
て
の
者
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
罪
で
あ
る
。

（
ｂ
）	

詐
取
す
る
意
図
で
、
他
者
の
印
章
又
は
筆
跡
を
模
倣
し
、
又
は
偽
造
す
る
全
て
の
者
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
罪
で
あ
る
。

（
ｃ
）
詐
取
す
る
意
図
で
、
遺
言
書
、
遺
言
補
足
書
、
財
産
移
転
証
書
、
又
は
そ
の
他
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
記
録
、
法
的
証
拠
の
記
録
、

又
は
何
ら
か
の
法
廷
判
決
の
記
録
、
裁
判
所
の
訴
訟
手
続
き
に
関
す
る
裁
判
所
職
員
に
よ
る
報
告
書
を
変
更
し
、
変
造
し
、
又
は
偽
る
全
て



二
五
二

の
者
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
罪
で
あ
る
。

（
ｄ
）	

で
は
、
小
切
手
や
契
約
書
と
い
っ
た
偽
造
の
対
象
と
な
る
ア
イ
テ
ム
を
具
体
的
に
多
数
列
挙
す
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、（
ａ
）
で
一
般
的
な
名
義
の
冒
用
の
ケ
ー
ス
を
規
定
し
、（
ｂ
）
で
模
倣
の
ケ
ー
ス
、

（
ｃ
）
は
特
定
の
文
書
の
改
変
に
よ
る
偽
造
の
ケ
ー
ス
を
規
定
し
て
い
る
。（
ａ
）
の
一
般
的
な
偽
造
の
客
体
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、（
ｄ
）
で
具
体
的
に
列
挙
す
る
形
を
採
用
し
て
お
り
、
客
体
に
つ
き
模
範
刑
法
典
よ
り
も

明
確
な
記
載
を
す
る
こ
と
で
適
用
範
囲
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
い
え
る（

（2
（

。主
観
的
要
件
と
し
て
の
意
図
に
つ
い
て
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、「
詐
取
す
る
意
図
」
と
す
る
の
み
で
あ
り
、
損
害
を
加
え
る
意
図
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　
（
３
）
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
―forge
の
意
義
を
列
挙

　

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
法（

（2
（

一
四
章
七
二
条

Ａ
．	

詐
取
す
る
意
図
で
、
何
ら
か
の
署
名
、
法
的
効
果
を
有
す
る
こ
と
を
表
示
す
る
何
ら
か
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
一
部
を
偽
造
す
る
こ
と
は
、
不
法
と
す
る
。

Ｂ
．	

詐
取
す
る
意
図
で
、
犯
罪
者
に
よ
っ
て
偽
造
さ
れ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
偽
造
し
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
発
行
す
る
、
交
付
す

る
、
又
は
所
持
す
る
場
合
も
ま
た
、
本
条
の
規
定
の
違
反
を
構
成
す
る
。

Ｃ
．
本
条
の
目
的
に
お
い
て
、

（
１
）「
偽
造
（forge

）」
は
、
以
下
の
意
味
で
あ
る

（
ａ
）	

そ
れ
が
以
下
を
表
示
す
る
よ
う
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
変
更
、
作
成
、
完
成
、
調
印
、
又
は
認
証
す
る
こ
と

　
　
　
　
（
ⅰ
）
行
為
を
承
認
さ
れ
て
い
な
い
他
者
の
行
為
で
あ
る
こ
と
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（
ⅱ
）
実
際
と
異
な
る
時
間
、
場
所
、
又
は
順
序
で
完
成
さ
れ
た
こ
と

　
　
　
　
（
ⅲ
）
そ
の
よ
う
な
原
本
が
存
在
し
な
い
と
き
に
原
本
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
こ
と

（
ｂ
）	（
１
）（
ａ
）
の
意
味
に
従
っ
て
偽
造
さ
れ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
発
行
し
、
交
付
し
、
移
転
登
録
し
、
通
用
し
、
公
表
し
、
又
は
そ
の
他
の
行

使
を
す
る
こ
と

（
ｃ
）	（
１
）（
ａ
）
の
意
味
の
中
で
偽
造
さ
れ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
所
持
す
る
こ
と

（
２
）
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
、
以
下
の
意
味
で
あ
る

（
ａ
）	

印
刷
物
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
情
報
の
記
録

（
ｂ
）	

金
銭
、
硬
貨
、
代
用
貨
幣
、
切
手
、
印
章
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
バ
ッ
ジ
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

（
ｃ
）	

価
値
、
権
利
、
特
権
、
又
は
同
一
性
を
表
す
シ
ン
ボ
ル

　

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
は
、
最
初
に
包
括
的
な
偽
造
と
行
使
の
定
義
を
示
し
て
お
り
、
特
に
法
的
効
果
を
有
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
一
般
的

な
客
体
の
定
義
と
し
て
採
用
し
て
い
る
点
で
模
範
刑
法
典
や
他
の
州
法
と
の
違
い
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、そ
の
具
体
的
内
容
が
Ｃ
（
２
）

の
定
義
の
中
で
示
さ
れ
て
お
り
、
対
象
と
な
る
具
体
的
ア
イ
テ
ム
は
模
範
刑
法
典
が
想
定
し
て
い
る
物
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
偽
造

行
為
に
該
当
す
る
類
型
を
具
体
的
に
列
挙
し
て
定
義
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
模
範
刑
法
典
に
類
似
す
る
表
現
が
採
ら
れ
て
い
る
。
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（
４
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
―
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
不
正
な
作
成
と
権
利
侵
害
の
意
図

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
刑
法（

（2
（

一
七
〇
・
〇
〇
条

　

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
：
用
語
の
定
義

１
．	

「
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
」
と
は
、
他
者
の
有
利
不
利
に
使
用
さ
れ
得
る
、
情
報
を
詳
細
に
報
告
し
、
表
現
し
、
伝
達
し
、
又
は
記
録
す
る
、

又
は
価
値
、権
利
、特
権
、同
一
性
の
象
徴
又
は
証
拠
と
な
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
、書
面
又
は
印
刷
物
、又
は
そ
れ
ら
と
同
等
物
を
含
み
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
デ
ー
タ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
何
ら
か
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
、
又
は
記
事
を
意
味
す
る
。

２
．	

「
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
完
成
」
と
は
、
全
て
の
不
可
欠
な
主
要
点
に
関
し
て
充
足
さ
れ
た
本
物
の
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
で
あ
る

と
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
裏
書
き
、証
明
、承
認
又
は
そ
の
他
同
様
の
署
名
又
は
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、そ
れ
自
体
が
完
成
し
た
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ

ル
メ
ン
ト
で
あ
る
場
合
と
、
主
た
る
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
一
部
分
に
含
ま
れ
る
又
は
添
え
ら
れ
る
場
合
の
両
方
が
扱
わ
れ
る
。

３
．	

「
未
完
成
の
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
」
と
は
、
内
容
又
は
証
明
と
し
て
い
く
つ
か
の
事
柄
を
含
む
が
、
完
成
し
た
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン

ト
に
す
る
た
め
に
追
加
的
事
柄
が
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

４
．	

「
不
正
に
作
成
」。
表
面
上
の
作
成
者
又
は
振
出
人
の
真
正
な
創
作
で
あ
る
と
表
示
す
る
が
、
表
面
上
の
作
成
者
又
は
振
出
人
が
架
空
で
あ
る
た
め
、
若

し
く
は
実
在
す
る
が
そ
れ
を
作
成
又
は
振
り
出
す
権
限
が
な
い
た
め
に
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
、
完
全
な
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
全
体
又
は
不

完
全
な
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
作
成
又
は
振
り
出
す
と
き
、
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
「
不
正
に
作
成
」
す
る
。

一
七
〇・〇
五
条　

第
三
級
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー

　

人
が
、
詐
取
す
る
、
騙
す
又
は
損
害
を
加
え
る
意
図
で
、
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
偽
っ
て
作
成
、
完
成
、
又
は
変
更
し
た
と
き
、
第
三

級
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
罪
で
あ
る
。
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第
三
級
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
ク
ラ
ス
Ａ
の
軽
罪
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
、
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
偽
っ
て
作
成
・
変
更
す
る
行
為
を
偽
造
と
し
て
お
り
、
客
体
を
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で

は
な
く
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
と
し
、
偽
造
行
為
に
つ
い
て
は
不
正
に
作
成
、
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
と
定
義
す
る
点
で
、
模
範
刑
法

典
よ
り
も
包
括
的
な
規
定
の
仕
方
を
採
っ
て
い
る
。
客
体
と
な
る
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
書
面
は
勿
論
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
デ
ー
タ
等
も
含
む
と
明
文
化
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
イ
ギ
リ
ス
法
の
定
義
と
共
通
す
る（

（2
（

。
主
観
的
要
件
に
つ
い
て
は
、
詐
取

す
る
意
図
だ
け
で
な
く
、
他
者
に
損
害
を
加
え
る
意
図
も
定
義
の
中
で
明
示
し
て
い
る
点
で
は
模
範
刑
法
典
と
共
通
し
て
い
る
。

　
（
５
）
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
―
客
体
にobject

を
含
め
る

　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
法（

（2
（

九
四
三
・
三
八
条

　
（
３
）
詐
取
す
る
意
図
で
、
以
下
の
い
ず
れ
か
を
行
っ
た
者
は
、
ク
ラ
ス
Ａ
の
軽
罪
で
あ
る
。

（
ａ
）	

そ
れ
が
有
し
な
い
古
さ
、
珍
し
さ
、
出
所
、
著
作
者
故
に
価
値
が
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
る
た
め
に
何
ら
か
の
物
を
不
正
に
作
成
又
は
変
更

す
る
、
又
は
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
又
は
安
全
保
護
の
た
め
譲
渡
す
る
意
図
で
現
物
で
あ
り
本
物
で
あ
る
と
し
て
そ
の
よ
う
な
不
正
な

作
成
又
は
変
更
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
物
を
所
持
す
る

（
ｂ
）	

身
分
証
明
又
は
推
薦
の
目
的
の
た
め
に
一
般
に
信
頼
さ
れ
る
種
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
不
正
に
作
成
又
は
変
更
す
る

（
ｃ
）	

同
意
な
し
に
、
他
の
職
人
、
商
人
、
包
装
業
者
、
製
造
業
者
の
も
の
、
又
は
そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
商
品
の
識
別
ラ
ベ
ル
又
は
刻
印
を
据
え
る

（
ｄ
）	

友
愛
組
合
、職
業
組
合
又
は
職
能
団
体
又
は
労
働
組
合
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
カ
ー
ド
を
不
正
に
作
成
又
は
変
更
す
る
、

又
は
不
正
に
作
成
又
は
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
所
持
し
、
そ
れ
を
使
用
す
る
意
図
又
は
他



二
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者
を
騙
す
た
め
に
使
用
さ
せ
る
又
は
使
用
す
る
こ
と
を
許
す

（
ｅ
）	

運
輸
業
者
の
輸
送
資
格
の
証
拠
と
な
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
不
正
に
作
成
又
は
変
更
す
る

（
ｆ
）	
不
動
産
の
権
限
要
約
書
、
保
険
誓
約
の
権
利
証
明
書
、
保
険
契
約
の
権
利
証
明
書
、
又
は
不
動
産
の
権
利
の
状
態
に
関
す
る
証
拠
の
書
面
を

不
正
に
作
成
又
は
変
更
す
る

　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
は
、公
的
記
録
や
証
明
書
、法
的
権
利
義
務
を
創
設
す
る
手
段
と
な
る
文
書
等
の
偽
造
を
九
四
三
・
三
八
条
（
１
）

項
で
重
罪
と
し
て
規
定
し
、そ
の
行
使
に
関
す
る
罪
を
（
２
）
項
で
、そ
の
他
の
偽
造
を
（
３
）
項
で
規
定
す
る
。（
ａ
）
で
は
、ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
等
で
な
く
「
物
（any object

）」
が
客
体
と
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
品
の
模
造
等
も
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
対
象
と
な
り

得
る
規
定
の
仕
方
を
採
っ
て
い
る
。
偽
造
行
為
に
つ
い
て
は
、「
不
正
に
作
成
又
は
変
更
す
る
（Falsely m

akes or alters

）」
行
為

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
態
様
を
列
挙
し
て
い
な
い
点
が
他
の
州
法
と
異
な
る
特
徴
的
な
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
客
体
と
な

る
物
は
具
体
的
に
分
類
し
た
規
定
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
対
象
と
な
る
行
為
を
限
定
す
る
趣
旨
が
窺
え
る
。
主
観
的
要
件
に

つ
い
て
は
、
詐
取
す
る
意
図
と
規
定
し
て
お
り
、
他
者
へ
の
加
害
の
意
図
に
つ
い
て
は
明
示
し
て
い
な
い
。

４　

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
客
体
の
把
握

　
（
１
）
客
体
と
し
て
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

　

模
範
刑
法
典
に
お
い
て
、
偽
造
の
客
体
は
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
定
義
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
印

刷
物
又
は
そ
の
他
の
方
法
の
情
報
の
記
録
、
金
銭
、
硬
貨
、
代
用
貨
幣
、
切
手
、
印
章
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
バ
ッ
ジ
、
商
標
、
そ
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し
て
そ
の
他
の
価
値
、
権
利
、
特
権
、
又
は
同
一
性
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
を
含
む
」
も
の
と
定
義
さ
れ
る（

（3
（

。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
用
語

は
、
法
律
上
広
く
一
般
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
手
書
き
の
も
の
に
制
限
さ
れ
ず
、
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
も
の
、
印
刷
さ
れ

た
も
の
、
彫
刻
さ
れ
た
も
の
な
ど
も
含
む
と
解
釈
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
も
っ
と
も
、
物
に
つ
い
て
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
は
含
ま
れ
ず
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
品
の
模
造
等
は
二
二
四
・
二
条
に
お
い
て
別
途
規
定
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
一
般
的
な
偽
造
行
為
の
定
義
に
お
け
る
客
体
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
を
始
め
と
し
て
、
ア
ラ
バ
マ
州（

（3
（

、
コ
ロ
ラ
ド
州（

（3
（

等
の
多
く
の
州
法
で
は
「
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ

ン
ト
（instrum

ent
）」
と
い
う
用
語
で
規
定
さ
れ
、
具
体
的
な
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
内
容
は
別
の
条
文
又
は
項
で
よ
り
詳
細
に

列
挙
す
る
と
い
う
形
式
が
採
ら
れ
て
お
り
、
用
語
や
定
義
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
も
模
範
刑
法
典
と
各
州
法
で
は
差
異
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
あ
る
程
度
具
体
的
に
な
内
容
が
定
め
ら
れ
、
対
象
と
な
る
行
為
の
明
確
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

模
範
刑
法
典
は
、
概
括
的
に
文
書
の
種
類
を
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
文
書

が
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
客
体
と
し
て
含
ま
れ
て
お
り
、
金
銭
や
硬
貨
に
つ
い
て
も
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
含
め
て
い
る
点
で
、
通
貨
偽
造
罪

を
文
書
偽
造
罪
と
区
別
し
て
規
定
し
て
い
る
我
が
国
の
規
定
よ
り
も
、
客
体
た
る
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
を
文
書
と
し
て
広
く
理
解
し
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
各
州
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法
に
お
い
て
は
、
客
体
と
な
る
文
書
に
よ
っ
て
刑
罰
の
内
容
を
区
別
し
て
規
定
し
て
お

り
、
例
え
ば
前
述
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
、
一
般
的
な
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
偽
造
を
ク
ラ
ス
Ａ
の
軽
罪
と
す
る（

（3
（

の
に
対
し
、
金

銭
や
政
府
発
行
の
価
値
あ
る
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
偽
造
は
、
ク
ラ
ス
Ｃ
の
重
罪
と
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
一
般

的
な
文
書
と
金
銭
等
は
区
別
し
て
規
定
さ
れ
刑
罰
の
軽
重
を
分
け
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
文
書
と
通
貨
を
分
け
る
我
が
国

の
考
え
方
と
共
通
し
て
い
る
。
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（
２
）
客
体
の
法
的
重
要
性
に
対
す
る
理
解
の
変
化

　

従
来
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
対
象
と
な
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
、
法
的
な
重
要
性
を
有
す
る
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

（3
（

。
そ
れ
は
、

法
的
重
要
性
を
有
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
、
そ
の
他
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
異
な
り
、
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
以
上
の
意
味
を

有
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
不
動
産
の
権
利
証
書
は
、
人
か
ら
人
へ
権
利
を
移
し
、
抵
当
権

証
書
は
不
動
産
又
は
動
産
の
担
保
を
創
設
し
、
遺
言
書
は
亡
く
な
っ
た
人
の
財
産
を
処
分
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
紙

と
し
て
の
存
在
以
上
の
意
味
を
有
す
る
ゆ
え
に
偽
造
罪
の
保
護
の
対
象
と
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
前
述
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
法
七
二

条
Ａ
は
客
体
の
法
的
効
果
に
言
及
し
こ
れ
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
直
接
的
に
法
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
文
書
で
な
く
と
も
、
法
的
重
要
性
を
有
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
れ
は
、
法
的
責
任
の
基
礎
と
な
り
う
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
大
学
の
学
位
記
は
、
大
学
に
お
け
る
一
つ
の

学
部
又
は
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
卒
業
の
公
的
証
拠
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
学
が
法
的
な
義
務
又
は
責
任
を
負
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
そ
れ
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
卒
業
と
い
う
事
実
の
有
す
る
利
益
が
人
に
権
利
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
る
の
で
あ

る（
（4
（

。
こ
の
よ
う
な
間
接
的
な
も
の
を
含
め
る
が
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
客
体
と
な
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
法
的
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た（

（4
（

。
解
釈
上
「
重
要
性
」
を
か
な
り
広
く
解
し
て
客
体
に
含
め
て
い
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
模
範
刑
法
典
に
お
い
て
は
客
体
と
な
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
法
的
な
重
要
性
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い（

（4
（

。
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
の
定
義
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
金
銭
や
権
利
の
シ
ン
ボ
ル
を
含
む
印
刷
物
等
は
、
実
質
的
に
明
ら
か
な
法
的
重
要
性
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
法
的
重
要
性
と
い
う
要
素
は
明
文
と
し
て
要
求
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
偽
造
罪
の
客
体
と
し

て
法
的
重
要
性
を
有
す
る
文
書
を
列
挙
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
文
書
が
生
じ
る
危
険
を
も
た
ら
す
た
め
に
妥
当
で
な
い
と
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考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
の
た
め
、
模
範
刑
法
典
の
起
草
に
あ
た
っ
て
は
、
法
的
重
要
性
の
要
件
を
条
文
か
ら
排
し
、
一
見
し

て
法
的
又
は
商
業
的
重
要
性
を
有
し
な
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
も
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
罪
の
対
象
を
拡
大
す
る
規
定
を
採
用
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
通
常
法
的
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
権
利
証
書
や
小
切
手
、
遺
言
の
よ
う
な
ア
イ
テ
ム
に
加
え
、
大
学
の
学
位
記
等
も
、
前
述
の

よ
う
な
法
的
重
要
性
を
広
く
解
釈
す
る
必
要
な
く
客
体
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
客
体
の
拡
大
も
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
罪
が
商
業
の
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
攻
撃
す
る
手
段
、
幅
広

い
詐
欺
の
手
段
と
し
て
犯
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
禁
止
に
特
別
な
有
効
性
が
認
識
さ
れ
、
適
用
範
囲
の
拡
大
に
肯
定
的
で

あ
っ
た
た
め
と
解
さ
れ
る（

（4
（

。
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
も
、
金
銭
そ
の
他
公
的
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
偽

造
に
対
す
る
原
始
的
規
制
か
ら
始
ま
り
、
社
会
の
商
業
化
に
伴
い
、
流
通
証
券
や
権
利
証
書
等
の
様
々
な
取
引
に
利
用
さ
れ
る
文
書
の

偽
造
に
対
す
る
規
制
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た（

（4
（

。
そ
れ
は
、
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
真
正
性
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
で
、
社
会
が
重
要

な
取
引
に
お
い
て
そ
れ
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
っ
た
。
従
来
は
、
取
引
そ
の
も
の
を

構
成
す
る
よ
う
な
金
銭
や
権
利
証
書
と
い
っ
た
文
書
を
始
め
、
法
的
重
要
性
を
有
す
る
文
書
が
客
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
模

範
刑
法
典
が
起
草
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
法
的
効
果
あ
る
い
は
法
的
重
要
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
要
件
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
に
至
り
、

広
く
あ
ら
ゆ
る
文
書
が
保
護
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
法
的
重
要
性
と
い
う
要
素
を
不
要
と
す
る
こ
と
で
客
体
た
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
範
囲
が
拡
大
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に

よ
っ
て
処
罰
範
囲
が
過
剰
に
拡
大
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
偽
造
の
意
義
及
び
主
観
的
要
件
と
の
関
係
か
ら

説
明
で
き
る
。



二
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偽
造
行
為
の
意
義

　
（
１
）
実
質
的
な
「false

」
の
概
念

　

前
述
の
通
り
模
範
刑
法
典
で
は
、
具
体
的
類
型
を
列
挙
す
る
形
で
偽
造
行
為
を
規
定
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法

で
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
虚
偽
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
作
成
（m

akes a false instrum
ent

）」
と
い
っ
た
広
く
概
括
的
な
表
現
は

採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、「
虚
偽
（false

）」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
偽
造
行
為
を
説
明

す
る
上
で
は
、
文
書
を
不
正
に
作
成
す
る
、
あ
る
い
は
文
書
の
作
成
に
お
い
て
偽
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
素
直
な
説
明
に
思
わ
れ
る

が
、
模
範
刑
法
典
で
は
、
不
正
や
偽
り
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
偽
造
行
為
を
定
義
し
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
規
定
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
不
正
に
作
成
（falsely m

ake

）」
す
る
こ
と

等
を
偽
造
行
為
と
し
て
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
不
正
に
作
成
」
す
る
こ
と
の
定
義
は
、
一
七
〇
・
〇
〇
条
（
４
）
で
、「
表
面
上
の

作
成
者
又
は
振
出
人
の
真
正
な
創
作
で
あ
る
と
表
示
す
る
が
、
表
面
上
の
作
成
者
又
は
振
出
人
が
架
空
で
あ
る
た
め
、
若
し
く
は
実
在

す
る
が
そ
れ
を
作
成
又
は
振
り
出
す
権
限
が
な
い
た
め
に
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
、
完
全
な
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
全
体
又
は

不
完
全
な
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
作
成
又
は
振
り
出
す
と
き
、
書
面
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
『
不
正
に
作
成
』
す
る
。」

と
定
め
る
。
偽
造
行
為
の
定
義
と
し
て
「falsely

」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
模
範
刑
法
典
よ
り
も
包
括
的
に
偽
造
を
規
定
す
る
も
の

の
、
各
要
件
の
定
義
化
の
中
で
、
よ
り
詳
細
に
適
用
場
面
を
説
明
す
る
こ
と
で
不
明
確
さ
を
排
除
す
る
方
策
を
採
っ
て
い
る
。
模
範
刑

法
典
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
偽
造
行
為
も
、
明
文
で
示
さ
れ
て
い
る
行
為
を
実
態
と
し
て
み
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
が
規
定
す
る

よ
う
に
、
作
成
者
を
偽
る
、
あ
る
い
は
作
成
権
限
を
偽
っ
て
作
成
す
る
等
、
我
が
国
に
お
け
る
有
形
偽
造
と
同
様
の
行
為
が
対
象
と
し
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て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
も
実
質
的
に
は
権
限
な
く
他
人
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
作
成
・
変
更
す
る
行
為
が
不

正
な
作
成
す
な
わ
ち
偽
造
行
為
と
考
え
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
名
義
の
冒
用
行
為
を
偽
造
と
し
て
理
解
し
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
れ
は
、
判
例
上
認
め
ら
れ
て
き
た
偽
造
の
考
え
方
で
も
あ
る
。
一
九
一
八
年
の
ド
・
ロ
ー
ズ
事
件（

（4
（

は
、
職
長
と
し
て
給
与
支
払
簿

の
基
礎
と
な
る
職
員
の
タ
イ
ム
ロ
ー
ル
を
作
成
す
る
地
位
に
あ
っ
た
被
告
人
が
、
実
際
の
労
働
日
数
よ
り
も
多
い
日
数
を
記
入
す
る
こ

と
で
労
働
時
間
を
水
増
し
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
被
告
人
は
タ
イ
ム
ロ
ー
ル
を
偽
造
し
た
と
し
て
偽
造
罪
で
起
訴
さ
れ
た
が
、
裁
判
所

は
偽
造
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
。
こ
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
、
虚
偽
の
陳
述
を
含
む
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
真
実
か
つ
本
物
の
イ
ン
ス

ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
表
示
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
成
す
る
こ
と
は
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
を
構
成
し
な
い
。
検
察
側
は
、

不
正
に
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
、
偽
り
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
作
成
す
る
こ
と
の
区
別
に
失
敗
し
た
、
と
述

べ
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
文
書
の
真
正
性
を
害
す
る
行
為
を
禁
圧
す
る
の
が
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て

き
た
が
、
ド
・
ロ
ー
ズ
事
件
に
見
え
る
よ
う
に
、
文
書
自
体
を
偽
っ
て
作
成
す
る
行
為
と
文
書
の
内
容
を
偽
っ
た
に
す
ぎ
な
い
行
為
を

区
別
す
る
に
あ
た
り
、
虚
偽
か
否
か
、
す
な
わ
ち
真
正
性
を
害
し
た
か
否
か
、
と
い
う
基
準
は
明
確
性
が
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
こ

う
い
っ
た
内
容
虚
偽
と
文
書
自
体
の
虚
偽
の
区
別
が
微
妙
な
事
件
に
お
い
て
判
断
の
不
明
確
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
模
範
刑
法
典
で

は
、
虚
偽
の
作
成
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
具
体
的
な
行
為
類
型
を
列
挙
す
る
こ
と
で
偽
造
行
為
を
定
義
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る（

（5
（

。

　

こ
の
偽
造
行
為
概
念
は
、
我
が
国
に
お
け
る
有
形
偽
造
と
無
形
偽
造
の
区
別
の
理
解
と
共
通
す
る
。
文
書
の
含
む
虚
偽
が
、
文
書
の

内
容
と
し
て
の
虚
偽
な
の
か
、
文
書
の
真
正
性
に
関
す
る
虚
偽
な
の
か
を
区
別
し
、
後
者
の
み
を
偽
造
と
考
え
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
ド
・
ロ
ー

ズ
事
件
の
判
旨
の
中
で
も
、
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
偽
造
又
は
模
造
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
不
正
に
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
述
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べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
判
例
の
中
で
も
、
不
正
に
作
成
す
る
（falsely m

ake

（
（5
（

）
と
い
う
こ
と
は
、
ペ
ー
パ
ー
自
体
が
虚
偽
で
あ

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
陳
述
の
真
偽
が
問
題
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
て
き
た（

（5
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
権
限
な
く
権
利
証
書
の

日
付
の
変
更
す
る
こ
と
や
、
小
切
手
の
空
欄
を
他
人
の
署
名
に
よ
っ
て
満
た
す
こ
と
は
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
そ
れ
自
体
の
偽
造
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
を
構
成
す
る（

（5
（

。

　

文
書
に
含
ま
れ
る
内
容
で
は
な
く
、
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
そ
れ
自
体
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
偽
り
の
作
成
、
す
な
わ
ち
偽
造
行
為

と
考
え
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
理
解
と
も
共
通
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
文
書
偽
造
と
は
、

虚
偽
の
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
（m

akes a false docum
ent

）
で
あ
り
、「
虚
偽
の
」
文
書
と
は
、「
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
虚
偽
を
示

す
（tell a lie about itself
）」 
文
書
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（5
（

 

。
そ
し
て
、「
文
書
自
体
の
虚
偽
」 

に
つ
い
て
は
、
文
書
は
単
に
嘘

を
示
す
も
の
（
言
い
換
え
れ
ば
、
虚
偽
の
陳
述
を
含
む
も
の
）
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
偽
造
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
に
つ

い
て
嘘
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
文
書
の
内
容
虚
偽
と
区
別
し
て
有
形
偽
造
と
な
る
行
為
を
偽
造
概
念
と
し
て
把
握
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も

偽
造
罪
が
保
護
す
べ
き
と
考
え
る
法
益
を
文
書
の
真
正
性
と
理
解
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
文
書
偽
造
罪
の
保

護
法
益
を
文
書
の
公
共
的
信
用
と
理
解
し
、
文
書
の
名
義
人
と
作
成
者
の
人
格
の
同
一
性
を
偽
る
行
為
を
偽
造
行
為
と
し
て
理
解
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
れ
を
真
正
性
と
い
う
用
語
で
表
現
し
、
真
正
性
を
害
す
る
行
為
を
偽
造
行
為
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

こ
の
真
正
性
の
保
護
と
い
う
偽
造
罪
の
主
義
か
ら
、
単
な
る
内
容
虚
偽
に
つ
い
て
は
偽
造
罪
を
構
成
せ
ず
、
著
者
や
作
成
権
限
と
い
っ

た
文
書
の
本
質
的
な
部
分
の
偽
り
の
み
を
文
書
の
虚
偽
と
理
解
し
て
偽
造
罪
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
州
法
及
び
模
範
刑
法
典
の

規
定
も
こ
れ
に
沿
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
真
正
性
と
い
う
概
念
は
実
際
の
運
用
に
あ
た
り
不
明
確
さ
を
残
す
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
規
定
は
よ
り
具
体
的
な
行
為
類
型
を
定
め
る
こ
と
で
偽
造
行
為
の
明
確
な
把
握
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
２
）
重
要
な
変
更
で
あ
る
こ
と
の
必
要
性

　　

さ
ら
に
、
模
範
刑
法
典
に
お
け
る
偽
造
行
為
の
定
義
に
お
い
て
、「
重
要
な
」
部
分
の
作
成
・
変
更
に
関
わ
る
行
為
か
否
か
に
つ
い

て
は
明
文
上
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
一
九
一
三
年
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
定
義
を
定
め
る
一
条
一
項
に
お
い
て
、「
こ
の
法
律
の
意

味
に
お
い
て
、
そ
の
全
部
又
は
重
要
な
一
部
（any m

aterial part

）
を
作
成
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
作
成
権
限
も
な
い
人
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
、
又
は
そ
の
人
に
代
わ
っ
て
、
又
は
そ
の
責
任
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
と
表
示
し
た
ら
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
虚
偽
に
な
る
」
と

定
義
し
て
い
る（

（5
（

。
偽
造
行
為
と
な
る
た
め
に
は
、
文
書
の
重
要
な
一
部
に
関
わ
る
偽
り
の
作
成
・
変
更
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、ア
メ
リ
カ
模
範
刑
法
典
の
二
二
四
・
一
条
は「m

ateriality

」と
い
う
要
素
を
含
ん
で
お
ら
ず
、偽
造
行
為
に
係
る
作
成
・

変
更
に
関
し
て
重
要
性
に
つ
い
て
問
わ
な
い
規
定
と
な
っ
て
い
る（

（5
（

。
こ
れ
は
、
偽
造
行
為
に
つ
い
て
重
要
部
分
の
作
成
変
更
に
関
わ
る

と
い
う
要
件
を
課
さ
な
く
と
も
、
詐
取
す
る
目
的
又
は
損
害
を
加
え
る
目
的
、
あ
る
い
は
他
者
に
よ
る
詐
欺
を
助
長
す
る
こ
と
の
認
識

と
い
う
主
観
的
要
件
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
可
罰
性
の
判
断
基
準
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る（

（6
（

。
重

要
で
な
い
改
変
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詐
欺
又
は
そ
の
他
の
侵
害
を
犯
す
又
は
犯
す
意
図
の
者
は
、
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
変
更
に

よ
る
害
の
範
囲
と
変
更
さ
れ
た
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
性
質
に
よ
っ
て
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
事
案
以
外
と
し
て
裁
判
さ
れ
る
べ
き

だ
と
指
摘
さ
れ
る（

（6
（

。

　

先
に
紹
介
し
た
各
州
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
規
定
に
お
い
て
も
、
偽
造
に
つ
い
て
重
要
な
変
更
で
あ
る
こ
と
は
明
確
に
要
件
と
さ
れ
て

い
な
い
。
他
者
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
す
場
合
は
、
お
よ
そ
文
書
の
重
要
部
分
に
対
す
る
変
更
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
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実
際
と
異
な
る
時
間
・
場
所
で
作
成
さ
れ
た
よ
う
に
変
更
す
る
場
合
等（

（6
（

は
、
文
書
の
種
類
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
部
分
で

あ
る
場
合
も
有
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
通
り
、
客
体
と
な
り
得
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
き
法
的
重
要
性
と
い
う
要
素
を
除
外
す
る
こ
と
で
、
客
体
の
範
囲
が
広
い
こ

と
を
説
明
し
た
が
、
偽
造
行
為
の
内
容
と
し
て
も
、
文
書
に
お
け
る
重
要
部
分
の
変
更
と
い
う
こ
と
に
拘
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
文
言

上
広
義
に
偽
造
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
偽
造
概
念
と
し
て
、
文
書
の
真
正
性
を
害
す
る
よ
う
な
偽
り
と
理
解
し
て
い
る

た
め
、
文
書
に
と
っ
て
重
要
で
な
い
点
を
変
更
し
た
と
し
て
も
、
文
書
の
真
正
性
に
は
影
響
が
な
く
実
質
的
に
偽
造
の
要
件
に
該
当
し

な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
不
当
に
広
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
処
罰
範
囲
の
不
当
な
拡
大
を
抑
止
す
る
役
割
を
担

う
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
主
観
的
要
件
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
主
観
的
要
件
が
、
我
が
国
に
お
け
る
文
書
偽
造
規
定
と
大
き
く
異
な
る

点
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
偽
造
の
適
切
な
処
罰
範
囲
の
画
定
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
。

６　

主
観
的
要
件
と
し
て
の
権
利
侵
害
の
意
図

　

模
範
刑
法
典
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
定
義
の
中
で
、
主
観
的
要
件
と
し
て
詐
取
又
は
損
害
を
加
え
る
意
図
（intent to defraud 

or injure anyone

）
を
定
め
て
い
る
。
行
為
者
が
、
こ
の
意
図
を
有
し
て
い
て
初
め
て
偽
造
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る（
（6
（

。
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
が
起
草
さ
れ
た
当
時
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法
に
お
け
る
メ
ン
ズ
・
レ
ア
は
、「
詐
取
す
る
意
図
」
の
立
証
を
必

要
と
し
て
お
り
、
典
型
的
な
主
観
的
要
件
の
規
定
は
詐
取
す
る
意
図
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た（

（6
（

。
前
述
の
通
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

や
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
等
、
多
く
の
州
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
制
定
法
は
、
現
在
も
詐
取
す
る
意
図
を
主
観
的
要
件
と
し
て
規
定
し

て
い
る
。
こ
の
詐
取
す
る
意
図
は
、
人
か
ら
財
物
を
騙
し
取
る
た
め
に
偽
造
文
書
を
利
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
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も
の
で
あ
り
、
偽
造
の
目
的
と
し
て
「
行
使
の
目
的
」
を
要
求
す
る
に
止
ま
る
我
が
国
に
比
べ
、
実
態
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
法
の
位

置
付
け
と
し
て
も
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
が
財
産
犯
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
要
件
と
も
言
え
る（

（6
（

。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
詐
取
す
る
意
図
の
中
に
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
著
者
と
し
て
名
前
を
利
用
さ
れ
、
そ
の
利
用
さ
れ
た
者
に
意
見
が

帰
属
す
る
と
偽
る
こ
と
に
よ
る
結
果
と
し
て
、
他
者
に
侵
害
を
加
え
る
意
図
を
含
む
と
解
釈
さ
れ
て
い
た（

（6
（

。
す
な
わ
ち
、
財
物
の
詐
取

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
偽
造
文
書
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
何
ら
か
の
侵
害
を
意
図
す
る
こ
と
も
、
広
い
意
味
で
の
一
種

の
損
害
と
し
て
偽
造
罪
に
お
け
る
主
観
的
意
図
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
解
釈
上
の
理
解
で
は
な
く
具
体

的
に
明
文
に
規
定
す
る
こ
と
で
疑
義
を
無
く
す
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
に
、
模
範
刑
法
典
に
お
い
て
は
「
詐
取
す
る
又
は

人
に
損
害
を
加
え
る
意
図
」
と
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（6
（

。
こ
の
よ
う
に
、
損
害
す
な
わ
ち
何
ら
か
の
権
利
侵
害
の
意
図
を
主
観
的

要
件
と
し
て
明
確
に
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
犯
罪
が
、
純
粋
な
金
銭
的
詐
欺
の
事
案
を
超
え
て
、
一
般
的
に
清
廉
な

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
保
護
す
る
た
め
に
拡
大
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
前
述
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
他
、
フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
で
も
模

範
刑
法
典
と
同
様
に
詐
取
す
る
意
図
の
み
な
ら
ず
、
他
者
を
侵
害
す
る
意
図
も
主
観
的
要
件
と
し
て
明
示
し
て
い
る（

（6
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
九
八
一
年
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法
も
、
主
観
的
要
件
と
し
て
権
利
侵
害
に
関
わ
る
意
図
を
要
求
す
る
規
定
を
置

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
条
に
お
け
る
定
義
の
中
で
、「
人
が
そ
れ
を
真
正
な
も
の
と
し
て
受
け
取
る
よ
う
誘
導
し
、
か
つ
、
そ
の

よ
う
に
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
受
領
者
又
は
第
三
者
に
と
っ
て
権
利
侵
害
と
な
る
よ
う
な
作
為
・
不
作
為
を
す
る
よ
う
誘
導
す

る
た
め
に
、
自
ら
用
い
る
又
は
他
人
に
使
用
さ
せ
る
意
図
」
が
必
要
で
あ
る
と
す
る（

（7
（

。
我
が
国
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
各

州
法
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
規
定
よ
り
も
か
な
り
詳
細
な
主
観
的
意
図
を
規
定
し
て
お
り
、
虚
偽
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
誰
か
に
本

物
で
あ
る
と
受
け
取
ら
せ
る
意
図
と
、
人
が
そ
の
よ
う
に
受
け
取
る
こ
と
で
受
領
者
又
は
第
三
者
の
損
害
と
な
る
よ
う
な
作
為
又
は
不

作
為
を
す
る
よ
う
誘
導
す
る
意
図
と
い
う
二
重
の
意
図
が
要
求
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
後
者
の
損
害
と
な
る
よ
う
な
作
為
又
は
不
作
為
を
す
る



二
六
六

よ
う
誘
導
す
る
意
図
に
つ
い
て
、
そ
の
損
害
の
内
容
は
、
経
済
的
損
失
に
限
ら
ず
、
義
務
の
履
行
に
関
す
る
作
為
・
不
作
為
を
含
む
と

定
義
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
経
済
的
損
失
に
直
接
関
わ
り
の
な
い
文
書
の
偽
造
で
あ
っ
て
も
、
義
務
履
行
に
関
す
る
作
為
・
不
作
為
を
誘
導
す

る
意
図
を
も
っ
て
不
正
な
作
成
を
す
る
行
為
は
偽
造
と
認
め
ら
れ
て
お
り
、
財
産
犯
的
な
役
割
が
強
い
イ
ギ
リ
ス
の
偽
造
法
が
、
必
ず

し
も
経
済
的
損
失
に
関
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て
も
適
用
範
囲
を
広
げ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
要
件

で
も
あ
る（

（7
（

。
ア
メ
リ
カ
も
実
質
的
に
こ
れ
と
か
な
り
近
い
考
え
方
を
探
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

典
型
的
に
は
、財
産
を
騙
し
取
る
た
め
の
道
具
と
し
て
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
が
犯
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、古
く
は
主
観
的
要
件
と
し
て
「
詐

取
す
る
意
図
」
が
要
求
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
財
産
犯
的
意
味
を
超
え
て
偽
造
罪
独
自
の
処
罰
意
義
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

る
中
で
、
何
ら
か
の
権
利
侵
害
を
含
む
損
害
の
意
図
に
つ
い
て
も
偽
造
の
主
観
的
要
件
と
し
て
模
範
刑
法
典
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
に

至
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
財
産
犯
と
区
別
し
た
存
在
と
し
て
偽
造
罪
が
拡
大
発
展
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
主
観
的
要
件
が
課
さ
れ
そ
の
立
証
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
偽
造
行
為
を
広
く
解
す
る
と
し
て
も
、

そ
の
行
為
が
詐
取
又
は
権
利
侵
害
に
繋
が
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
と
言
え
る
か
否
か
と
い
う
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
適
用
範
囲
が
絞

ら
れ
、
不
当
に
処
罰
範
囲
が
拡
大
す
る
こ
と
を
防
ぐ
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

７　

真
正
性
の
保
護
と
セ
フ
ト
と
の
関
係

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
典
型
的
な
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
目
的
は
、
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

（7
（

。
そ
の
た
め
、

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
罪
は
、
模
範
刑
法
典
に
お
け
る
二
二
三
条
に
定
め
ら
れ
た
セ
フ
ト
犯
罪
に
密
接
に
関
連
し
、
セ
フ
ト
を
補
完
す
る
よ

う
意
図
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
特
に
二
二
三
・
三
条
は
、
欺
く
行
為
に
よ
る
セ
フ
ト
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る（

（7
（

。
誤
解
を
作
り
出
し
て
財
産
を
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得
る
と
い
う
行
為
は
、他
者
の
誤
解
を
作
り
出
す
た
め
に
偽
り
の
文
書
を
利
用
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

詐
取
す
る
意
図
で
他
人
名
義
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
作
成
す
る
行
為
等
は
、
ま
さ
に
財
物
を
詐
取
す
る
た
め
の
誤
解
を
作
り
出
す
準
備
行

為
に
あ
た
り
、
詐
欺
行
為
の
入
り
口
が
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
に
該
当
す
る
た
め
、
両
罪
に
は
重
な
り
合
う
部
分
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
五
・

〇
一
条
で
規
定
さ
れ
る
未
遂
罪
（Crim

inal A
ttem

pt

）
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
詐
欺
目
的
で
、
偽
造
物
の
作
成
又
は
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル

メ
ン
ト
を
行
使
す
る
よ
う
な
行
為
の
予
備
も
容
易
に
カ
バ
ー
さ
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（7
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法
は
刑
法
の
独
立
の
分
野
と
し
て
発
展
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
詐
欺
（false 

pretense

）法
は
か
つ
て
狭
義
に
作
ら
れ
た
た
め
、フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
罪
の
対
象
と
す
べ
き
行
為
を
捕
捉
す
る
た
め
に
十
分
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
伝
統
的
な
未
遂
罪
の
法
律
も
そ
の
適
用
範
囲
が
と
て
も
狭
く
、
例
え
ば
虚
偽
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
作

成
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ら
を
流
通
さ
せ
る
何
ら
の
実
行
の
前
に
逮
捕
さ
れ
た
場
合
、
有
罪
と
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘

さ
れ
る（

（7
（

。

　

も
っ
と
も
、
財
産
犯
関
連
の
偽
造
行
為
を
財
産
犯
等
で
捕
捉
し
き
れ
ず
処
罰
の
間
隙
が
あ
る
た
め
に
偽
造
罪
が
存
在
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
詐
欺
罪
や
未
遂
の
罪
を
修
正
し
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
独
自
の

存
在
意
義
は
非
常
に
少
な
い
と
い
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
が
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
の
中
で
区
別
さ
れ
た
犯
罪

と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、財
産
犯
と
区
別
す
べ
き
特
別
な
危
険
が
存
在
し
、そ
れ
は
広
く
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
罪
に
よ
っ
て
カ
バ
ー

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る（

（7
（

。
前
述
の
よ
う
に
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
あ
ら
ゆ
る
取
引
に
お
い
て
重
要
な
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
あ
る
い
は
証
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
真
正
性
に
疑
義
の
あ
る
も
の
が
使
用
さ
れ
る
と
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
に
対
す
る
公
共
の
信
用
が
害
さ
れ
、
社
会
と
し
て
重
大
な
困
難
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
文
書
の
真
正
性
の
確
保

は
社
会
的
要
請
と
な
っ
て
お
り
、
偽
造
行
為
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
不
正
な
作
成
に
よ
っ
て
文
書
の
真
正
性
に
つ
き
誤
っ
た
印
象
を
与
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え
る
行
為
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（8
（

。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
真
正
性
を
害
す
る
行
為
か
否
か
の
判
断
の
不
明
確
さ
を

排
除
す
る
た
め
に
、
偽
造
行
為
に
つ
き
解
釈
の
余
地
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
な
行
為
類
型
の
具
体
的
列
挙
の
形
で
偽
造
を
規
定
し

て
い
る
た
め
に
、
我
が
国
の
偽
造
罪
と
は
大
幅
に
異
な
る
明
文
の
形
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
根
本
に
あ
る
偽
造
罪
の
主
義
と
し
て
は
、

文
書
に
対
す
る
公
共
の
信
用
を
偽
造
罪
の
保
護
法
益
と
す
る
我
が
国
の
理
解
と
共
通
す
る（

（8
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
財
産
犯
と
密
接
な
関
係
性
に
あ
る
犯
罪
と
し
て
の
位
置
付
け
が
放
棄
さ

れ
た
訳
で
は
な
い
。
詐
取
す
る
意
図
と
い
う
詐
欺
行
為
の
意
図
の
よ
う
な
主
観
的
要
件
は
州
法
及
び
模
範
刑
法
典
で
も
維
持
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
り
、フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
典
型
的
な
目
的
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
。
文
書
の
真
正
性
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、

財
物
の
詐
取
の
た
め
に
犯
さ
れ
る
場
合
に
限
定
し
な
い
方
向
で
発
展
し
て
き
た
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
罪
で
あ
る
が
、
セ
フ
ト
と
密
接
な
関

係
を
有
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
処
罰
に
お
い
て
は
特
に
セ
フ
ト
と
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
関
連
性
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
最
も
重
要
な
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
ケ
ー
ス
は
、
他
者
か
ら
財
物
を
詐
取
す
る
た
め
に
犯
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
と
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
に
基
づ
く
詐
欺
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
犯
罪
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
不
当
に
重
く
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（8
（

。
さ
ら
に
、
例
え
ば
従
業
員
が
、
一
〇
〇
ド
ル
の
小
切
手
に
つ
き
彼
の
使
用
者

の
裏
書
き
を
偽
造
し
た
場
合
に
、
使
用
者
の
一
〇
〇
ド
ル
の
現
金
を
着
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
よ
り
も
厳
し
く
罰
す
る
こ

と
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
る（

（8
（

。
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
に
は
独
自
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
理
解
し
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
の
真
正
性
を
害
す
る
行
為
を
偽
造
と
し
て
捉
え
、
財
産
犯
と
は
区
別
し
て
広
く
適
用
す
る
一
方
で
、
偽
造
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
は

財
産
の
詐
取
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
詐
欺
の
準
備
的
行
為
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
他
方
で
は
セ
フ
ト
と
の
関
係
を
意

識
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
適
切
な
運
用
及
び
処
罰
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
模
範
刑
法
典
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
客
体
に
つ
い
て
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
一
般
を
対
象

と
し
、
偽
造
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
行
為
類
型
を
列
挙
す
る
と
い
う
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
詳
細
か
つ
具

体
的
な
規
定
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
文
書
の
内
容
虚
偽
と
文
書
そ
れ
自
体
の
虚
偽
の
区
別
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
偽
造
罪
に
つ
い
て
真
正
性
の
保
護
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
も
と
、
文
書
の
内
容
虚
偽
で
は
な
く
、
文
書
そ
の
も
の
の

虚
偽
を
禁
圧
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
文
書
の
真
正
性
を
害
す
る
行
為
を
偽
造
行
為
と
し
て
規
定
す
る
草
案
が
出
さ
れ
た
が（

（8
（

、
そ
の

内
容
虚
偽
と
文
書
自
体
の
虚
偽
の
区
別
に
曖
昧
さ
が
あ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
の
批
判
を
受
け
た
た
め
に
、
非
常
に
具
体
化
し
た
形

で
偽
造
行
為
を
定
義
す
る
こ
と
で
、
偽
造
の
明
確
な
基
準
を
打
ち
出
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
州
法
に
も
共

通
し
て
お
り
、
代
表
的
な
州
法
も
形
は
違
え
ど
有
形
偽
造
に
該
当
す
る
行
為
を
明
確
に
規
定
す
る
た
め
、
行
為
や
客
体
を
詳
細
に
定
め

て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
有
形
偽
造
と
無
形
偽
造
の
区
別
は
、
そ
の
判
断
基
準
に
難
し
い
問
題
を
残
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
は
、
客
体
や
偽
造
行
為
を
具
体
的
か
つ
詳
細
に
類
型
化
し
て
規
定
す
る
こ
と
で
、
内
容
虚
偽
と
の
区
別
の
不
明
確
さ
を
排
除

す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

文
書
の
真
正
性
の
確
保
と
い
う
趣
旨
を
も
っ
て
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
を
財
産
犯
と
区
別
し
た
犯
罪
と
し
て
独
立
に
規
定
し
て
い
る
点

で
、
文
書
の
公
共
的
信
用
を
保
護
す
る
た
め
に
偽
造
罪
を
独
立
の
犯
罪
と
し
て
規
定
す
る
我
が
国
と
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
財

産
犯
と
の
関
連
を
明
示
的
に
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
点
で
我
が
国
と
異
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
理
解
と
類
似
す

る
点
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
観
的
要
件
と
し
て
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
州
法
で
「
詐
取
す
る
意
図
」
を
要
求
し
、
実
際

に
詐
欺
等
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
処
罰
に
お
い
て
セ
フ
ト
と
の
関
係
性
を
考
慮
す
べ
き
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
意
図
に



二
七
〇

つ
い
て
は
、
詐
取
す
る
意
図
と
い
う
財
産
罪
を
犯
す
意
図
に
近
い
も
の
に
加
え
、
模
範
刑
法
典
で
は
権
利
侵
害
の
意
図
も
要
件
と
し
て

明
文
化
し
て
お
り
、財
産
犯
的
な
役
割
と
、文
書
偽
造
独
自
の
侵
害
を
禁
圧
す
る
役
割
の
両
方
を
も
つ
こ
と
が
読
み
取
れ
る
規
定
と
な
っ

て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
主
観
的
要
件
と
し
て
権
利
侵
害
に
関
わ
る
規
定
が
あ
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
経
済
的
損
失

に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
方
が
よ
り
広
い
意
味
で
の
侵
害
を
意
図
に
含
め
て
理
解
す
る
こ
と
か
ら
、
財
産
犯
と
し
て
の
役

割
の
意
味
が
強
い
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
よ
り
も
、
文
書
の
真
正
性
と
い
う
独
自
の
法
益
が
意
識
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
解

さ
れ
る
。
偽
造
罪
は
、
財
産
犯
的
役
割
と
文
書
の
真
正
性
保
護
と
い
う
偽
造
罪
独
自
の
役
割
を
合
わ
せ
持
つ
と
捉
え
て
い
る
の
が
ア
メ

リ
カ
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
理
解
で
あ
り
、
各
州
法
に
お
い
て
種
々
異
な
っ
た
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
異
な
る
役
割

を
果
た
す
罪
と
し
て
の
観
点
の
中
で
適
切
な
処
罰
範
囲
を
可
能
な
限
り
明
確
に
規
定
す
る
た
め
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。（

１
）		

前
田
雅
英
『
刑
法
各
論
講
義
（
第
六
版
）』（
二
〇
一
五
年
）
三
七
一
頁
。

（
２
）		

我
が
国
に
お
け
る
文
書
偽
造
罪
の
保
護
法
益
と
、
そ
れ
に
よ
る
偽
造
の
処
罰
範
囲
に
つ
き
、
拙
稿
「
文
書
偽
造
罪
に
お
け
る
『
人
格
』
の
偽

り
と
重
要
な
属
性
」
法
学
会
雑
誌
第
五
六
巻
第
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
七
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
３
）		

刑
法
一
五
九
条
一
項
等
参
照
。

（
４
）		

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
が
財
産
犯
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
る
犯
罪
で
あ
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て
お
り
、
偽
造
の
解

釈
に
お
い
て
も
財
産
犯
の
手
段
と
し
て
の
処
罰
の
必
要
性
が
あ
る
範
囲
は
広
く
含
め
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
文
書
偽
造
罪

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
一
九
八
一
年
偽
造
法
の
『
虚
偽
』
文
書
概
念
と
そ
の
拡
大
（
一
）」
法
学
会
雑
誌
第
五
四
巻
第
一
号

（
二
〇
一
三
年
）
五
八
〇
頁
以
下
参
照
。

（
５
）		

二
二
四
章
は
、FO

RGERY
 A

N
D

 FRA
U

D
U

LEN
T

 PRA
CT

ICES

を
規
定
し
て
お
り
、
二
二
四
・
一
条
が
文
書
偽
造
罪
に
つ
い
て
定
め

て
い
る
。
訳
は
、
法
務
省
刑
事
局
・
藤
木
英
雄
訳
『
刑
事
基
本
法
令
改
正
資
料
』
第
八
号
（
一
九
六
四
年
）
一
二
一
頁
以
下
を
参
考
に
し
た
。



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
理
解

（
都
法
五
十
七–

二
）　　
　

二
七
一

（
６
）		

M
o

d
el P

en
a

l C
o

d
e, P

ro
po

sed O
fficia

l D
ra

ft.

（
７
）		

法
務
省
刑
事
局
・
前
掲
注
（
５
）
は
、「defraud

」
を
「
欺
罔
」
と
す
る
が
、我
が
国
の
欺
罔
は
「
人
を
錯
誤
に
陥
ら
せ
る
行
為
を
す
る
こ
と
」（
前

田
雅
英
編
集
代
表
『
条
解
刑
法
（
第
三
版
）』（
二
〇
一
三
年
）
七
六
一
頁
）
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「deceive

」
と
区
別
さ
れ
た
用
語
で

あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
「
詐
取
」
と
し
た
。

（
８
）		
客
体
を
示
す
用
語
と
し
て
は
、
法
に
よ
り
「w

riting

」「docum
ent

」「instrum
ent

」
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
文
書
」
と
表
記

せ
ず
カ
ナ
表
記
と
し
た
。

（
９
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, T

EN
T

A
T

IV
E D

RA
FT, N

o.11

（1960), at 77,78.

（10

）		
M

O
D

EL P
EN

A
L C

O
D

E, P
ro

po
sed O

fficia
l D

ra
ft, supra note 6, at 176.

詐
欺
か
ら
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
を
区
別
す
る
基
準
と
し
て
、
真

正
性
と
い
う
基
準
は
明
確
な
も
の
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
現
在
の
模
範
刑
法
典
の
草
案
は
よ
り
具
体
的
な
偽
造
行
為
の
定
義
を
採
る
に
至
っ
た

が
、
偽
造
行
為
を
よ
り
特
定
的
に
示
し
た
規
定
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
以
外
の
客
体
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
を
扱
う
規
定
を
不
適
当
に
し
た
た
め
、

二
二
四
・
二
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
と
説
明
す
る
。
偽
造
に
該
当
す
る
行
為
を
よ
り
明
確
に
表
現
す
る
上
で
は
、
客
体
に
つ
い
て
も
限
定
的
に

示
す
必
要
が
あ
り
、
偽
造
行
為
概
念
の
明
確
性
の
要
請
の
中
で
、
客
体
に
つ
い
て
も
限
定
し
た
規
定
の
形
へ
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
11
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, T

EN
T

A
T

IV
E D

RA
FT, N

o.11, supra note 9, at 84.

（
12
）		

ア
メ
リ
カ
が
独
立
後
に
イ
ギ
リ
ス
法
を
継
受
し
、
刑
法
領
域
に
お
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
及
び
制
定
法
が
基
準
と
さ
れ
た
こ
と

に
つ
き
、
木
村
光
江
『
詐
欺
罪
の
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
九
、一
四
〇
頁
参
照
。

（
13
）		

3 T
H

E A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, P

A
RT II, 282-283

（1980).

（
14
）		

Ibid.

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
文
書
偽
造
罪
の
歴
史
的
な
発
展
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
文
書
偽
造
罪
の
変
遷
―
財
産

犯
的
性
格
と
『
文
書
の
真
正
』
―
」
法
学
会
雑
誌
第
五
五
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
七
〇
頁
以
降
参
照
。

（
15
）		

R
o

llin M
. P

erk
in

s&
R

o
n

a
ld N

. B
o

y
ce, C

rim
in

a
l L

a
w 413

（3d ed.1982

） 

権
限
な
く
名
前
を
使
用
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
虚
偽
の
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
何
ら
の
責
任
を
負
わ
な
い
が
、
こ
の
虚
偽
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
に
そ
の
他
の
潔
白
の
人
が
金
銭
又
は
財
産
を
失
う
、

又
は
そ
の
他
の
方
法
で
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
こ
の
よ
う
な
虚
偽
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
る
と
、

イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
不
確
か
さ
を
喚
起
し
、
真
実
の
文
書
を
使
用
す
る
上
で
重
大
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
我
が
国
に
お
け
る
文
書
偽
造
罪
の
保
護
法
益
た
る
文
書
の
公
共
的
信
用
、
と
い
う
理
解
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
16
）		

Id. at 414.

も
し
人
が
一
〇
〇
ド
ル
の
金
額
で
本
物
の
手
形
を
作
成
し
、
そ
し
て
も
う
一
人
が
二
一
〇
〇
ド
ル
に
そ
れ
を
詐
欺
的
に
「
上
昇
」

さ
せ
た
ら
、
最
初
の
作
成
者
は
（
彼
自
身
に
瑕
疵
の
責
任
が
な
い
な
ら
）、
ペ
ー
パ
ー
の
所
持
者
に
対
し
て
、
こ
の
よ
り
多
い
金
額
の
責
任
を

負
わ
な
い
。
し
か
し
、
先
に
言
及
し
た
通
り
、
そ
の
よ
う
な
改
変
が
な
い
こ
と
が
社
会
的
に
望
ま
し
い
、
と
説
明
す
る
。



二
七
二

（
17
）		

M
o

d
el P

en
a

l C
o

d
e, P

ro
po

sed O
fficia

l D
ra

ft, supra note 6, at176.

（
18
）		

W
A

Y
N

E R. L
A

FA
V

E, C
RIM

IN
A

L L
A

W 1023

（5th ed. 2010

） 

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
主
と
し
て
商
業
と
経
済
活
動
の
中
で
依
存
さ
れ
る

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
真
正
の
信
頼
保
護
に
向
け
ら
れ
た
犯
罪
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
文
書
の
真
実
性
、
真
正
性
に
つ
い
て
はauthenticity

や

genuineness

と
い
っ
た
用
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
い
ず
れ
も
真
正
性
と
い
う
表
現
を
採
っ
て
い
る
。

（
19
）		

M
o

d
el P

en
a

l C
o

d
e, P

ro
po

sed O
fficia

l D
ra

ft, supra note 6, at176. 

後
述
の
ド
・
ロ
ー
ズ
事
件
が
批
判
の
根
拠
と
な
り
、
現
在
の

模
範
刑
法
典
の
規
定
へ
の
変
更
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
20
）		

3 A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 13, at 291. 

（
21
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, T

EN
T

A
T

IV
E D

RA
FT N

o.11, supra note 9, at 78-96.

（
22
）		

一
九
六
二
年
の
時
点
で
は
、
ア
イ
オ
ワ
州
は
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
と
い
う
名
の
制
定
法
を
有
し
て
お
ら
ず
、「
金
融
上
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ

ン
ト
の
偽
り
の
使
用
」
と
題
さ
れ
た
制
定
法
が
実
質
的
に
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法
に
相
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は

F
o

rgery a
n

d R
ela

t
ed F

ra
u

d
u

len
t C

rim
in

a
l A

ct
s

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）		

以
下
に
挙
げ
る
州
は
、
模
範
刑
法
典
の
仮
草
案
（M

O
D

EL P
EN

A
L C

O
D

E, T
EN

T
A

T
IV

E D
RA

FT N
o.11, supra note9.

）
に
お
い
て
、
各
州

の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
規
定
の
実
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
州
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
仮
草
案
で
紹
介
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
当
時
の
州
法

か
ら
、
現
在
は
改
正
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
現
行
法
の
規
定
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
24
）		

C
a

l. P
en. C

o
d

e 

§ 470 （2015

）

（
25
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, T

EN
T

A
T

IV
E D

RA
FT N

o.11, supra note 9, at 80. 

ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
立
法
に
お
け
る
形
式
と
し
て
有

力
な
の
は
、
特
別
な
法
的
又
は
商
業
的
重
要
性
を
有
す
る
と
み
ら
れ
る
一
連
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
一
覧
に
す
る
形
式
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
規
定
は
、
そ
の
よ
う
な
偽
造
の
対
象
を
一
覧
化
す
る
形
式
を
採
用
し
た
代
表
的
な
州
と
し
て
、
草
案

の
検
討
の
中
で
も
参
照
さ
れ
て
い
た
。

（
26
）		

L
a. R

ev. S
t

a
t. 

§ 14:72 （2015

）

（
27
）		

N
. Y

. P
en. L

a
w 

§ 170. 00-170. 75

（2015

）

（
28
）		

イ
ギ
リ
ス
の
一
九
八
一
年
法
（Forgery and Counterfeiting A

ct 1981

）
は
、
八
条
一
項
に
お
い
て
、
客
体
と
な
る
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ

ン
ト
の
意
義
に
つ
き
、（
ａ
）
公
的
，
非
公
的
に
関
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
文
書
（any docum

ent

）、（
ｂ
）
郵
便
局
に
よ
り
発
行
さ
れ
，
販
売
さ

れ
る
あ
ら
ゆ
る
切
手
、（
ｃ
）
あ
ら
ゆ
る
内
国
収
入
印
紙
、（
ｄ
）
あ
ら
ゆ
る
デ
ィ
ス
ク
、
テ
ー
プ
、
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
又
は
そ
の
上
や
中
に

機
械
的
・
電
子
的
・
そ
の
他
の
方
法
で
情
報
を
記
録
し
蓄
え
て
お
く
そ
の
他
の
デ
バ
イ
ス
と
規
定
し
て
い
る
。

（
29
）		

W
is. S

t
a

t. 

§ 943. 38

（2005

）



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
理
解

（
都
法
五
十
七–

二
）　　
　

二
七
三

（
30
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, T

EN
T

A
T

IV
E D

RA
FT N

o.11, supra note 9, at 80.

前
述
の
よ
う
に
、
模
範
刑
法
典
の
草
案
で
は
、
偽
造
の
客
体
に

つ
い
て
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
又
は
そ
の
他
の
物
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
目
的
と
な
る
物
を
特
定
す
る
中
で
、
最

も
包
括
的
な
役
に
立
つ
記
述
を
採
用
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
た
め
で
あ
り
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
規
定
に
倣
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

模
範
刑
法
典
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
そ
の
他
の
物
は
区
別
し
て
規
定
す
る
形
式
が
採
用
さ
れ
た
。

（
31
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, O

FFICIA
L D

RA
FT A

N
D E

X
PLA

N
A

T
O

RY N
O

T
ES 

（1985

）, at 154. 

「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
用
語
は
、
伝
統
的
に

模
造
の
犯
罪
と
し
て
区
別
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
、金
銭
、切
手
、そ
し
て
そ
の
他
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
含
む
と
も
定
義
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
通
貨
の
偽
造
は
一
般
的
な
文
書
偽
造
と
は
区
別
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
模
範
刑
法
典
に
お
い
て
は
一
般
的
な
文
書
も

通
貨
も
一
つ
の
偽
造
罪
の
条
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

（
32
）		

P
ERK

IN
S &

 B
O

Y
CE, supra note 15, at 415.

も
っ
と
も
、
各
州
法
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
手
書
き
の
物
や
印
刷
さ
れ
た
物
が
含
ま

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
定
義
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
た
り
、
よ
り
具
体
的
に
文
書
の
種
類
ま
で
列
挙
し
た
り
す
る
場
合
が
多
く
、
州
法
に
お

け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
客
体
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
模
範
刑
法
典
よ
り
も
詳
細
か
つ
具
体
的
な
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
33
）		

M
o

d
el P

en
a

l C
o

d
e, P

ro
po

sed O
fficia

l D
ra

ft, supra note 6, at 176. 

草
案
の
段
階
で
は
、
客
体
に
つ
い
て
も
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
又

は
そ
の
他
の
物
」
と
抽
象
的
な
部
分
を
残
す
規
定
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
二
年
の
規
定
で
は
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
特
定
的
な
形
と
し
た

こ
と
で
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
以
外
の
物
の
い
わ
ゆ
る
模
造
を
別
途
規
定
す
る
必
要
が
生
じ
、模
範
刑
法
典
の
二
二
四
・
二
条
に
お
い
て
、ア
ン
テ
ィ
ー

ク
又
は
珍
品
の
詐
欺
的
な
模
倣
が
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
偽
造
と
は
区
別
さ
れ
て
規
定
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
フ
ォ
ー

ジ
ェ
リ
ー
規
定
で
あ
る
九
四
三
・
三
八
条
（
一
）（
ａ
）
で
は
、オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
が
客
体
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、行
為
と
し
て
も
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
故
に
価
値
が
あ
る
よ
う
に
見
せ
る
た
め
の
偽
造
を
含
め
て
お
り
、
模
範
刑
法
典
の
草
案
は
、
こ
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
規
定
を
参
考
に
し

て
い
た
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
文
書
偽
造
罪
は
あ
く
ま
で
文
書
を
偽
造
す
る
こ
と
で
文
書
の
公
共
的
信
用
を
害
す
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
お

り
、
骨
董
品
の
模
倣
等
は
文
書
偽
造
と
は
全
く
別
の
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
原
始
的
な
偽
造
は
、
詐
欺
的
な

偽
り
の
作
成
を
処
罰
す
る
と
い
う
枠
組
み
で
想
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
品
の
模
造
な
ど
も
文
書
偽
造
と
同
じ
枠
組
み
の
中

で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

（
34
）		
A

la. C
o

d
e 

§ 13A
-9-4

（1977).

（
35
）		

C
o

ld. R
ev. S

t
a

t. 

§ 18-5-101.

（
36
）		

一
七
〇
・
〇
五
条
参
照
。

（
37
）		

一
七
〇
・
一
五
条
参
照
。

（
38
）		

P
ERK

IN
S &

 B
O

Y
CE, supra note 15, at 415.

こ
こ
に
い
う
法
的
な
重
要
性
と
は
、
法
的
効
果
や
法
的
責
任
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
意
味
し



二
七
四

て
お
り
、「
も
し
本
物
な
ら
、
明
ら
か
に
法
的
効
果
又
は
法
的
責
任
の
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
、
明
白
に
法
的
重

要
性
を
有
し
て
い
る
。」
と
さ
れ
る
。

（
39
）		

Id. at 416.

例
え
ば
、
流
通
性
の
あ
る
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
は
、
金
銭
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
、
不
動
産
の
権
利
証
書
は
、
人
か
ら
人
へ

の
権
利
を
移
し
、
抵
当
権
は
、
不
動
産
又
は
動
産
の
担
保
権
を
創
設
し
、
船
荷
証
券
は
、
特
定
の
商
品
の
受
領
を
認
め
、
同
様
の
も
の
の
運
送

と
配
達
の
契
約
の
証
拠
と
な
る
（
そ
し
て
、
も
し
そ
れ
が
流
通
可
能
な
形
式
な
ら
、
さ
れ
に
流
通
す
る
）、
遺
言
書
は
、
死
ん
だ
人
の
財
産
を

処
分
す
る
、
そ
し
て
受
領
書
は
、
支
払
い
又
は
何
ら
か
の
形
式
の
義
務
の
履
行
を
認
め
る
、
と
し
て
、
法
的
重
要
性
を
有
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
は
そ
の
存
在
自
体
以
上
に
、
い
く
ら
か
の
価
値
又
は
目
的
を
有
す
る
に
違
い
な
い
と
指
摘
す
る
。

（
40
）		

P
ERK

IN
S &

 B
O

Y
CE, supra note 15, at 416. 

さ
ら
に
、
大
学
の
職
員
は
、
も
し
彼
が
、
卒
業
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
人
に
そ
の
よ
う
な

卒
業
証
書
を
誤
っ
て
発
し
た
ら
、
解
雇
に
さ
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
当
な
行
為
は
、
解
雇
の
正
当
な
根
拠
と
な
る
ゆ
え
に
、

卒
業
証
書
は
法
的
な
重
要
性
を
も
つ
だ
ろ
う
、
と
も
指
摘
し
、
間
接
的
な
法
的
重
要
性
を
説
明
す
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
間
接
的
な
重
要
性

に
つ
い
て
は
、
偽
り
の
推
薦
状
の
作
成
の
よ
う
な
他
の
ケ
ー
ス
で
も
問
題
と
な
り
得
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、
責
任
あ
る
地
位
を
与
え
ら
れ
、

誠
実
で
信
頼
で
き
る
人
と
し
て
他
者
を
推
薦
す
る
推
薦
状
の
著
者
は
、
も
し
彼
が
、
そ
の
他
者
が
信
頼
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
こ
の
推
薦

に
よ
る
そ
の
人
の
雇
用
の
結
果
と
し
て
推
薦
状
の
受
領
者
が
損
失
を
受
け
た
な
ら
法
的
な
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ

リ
ー
は
そ
の
よ
う
な
推
薦
状
に
他
者
の
名
前
を
詐
欺
的
に
署
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
犯
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
説
明
す
る
。

（
41
）		

Id. at 417.

推
薦
状
で
は
な
く
紹
介
状
は
、
こ
の
よ
う
な
法
的
重
要
性
を
有
し
な
い
た
め
に
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
解
さ
れ

て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
単
に
「
法
的
な
義
務
な
く
、
彼
に
報
い
る
約
束
」
で
優
遇
を
頼
む
紹
介
状
は
、
単
な
る
紹
介
の
手
紙
で
あ
っ
て
、
そ
れ

に
よ
っ
て
著
者
と
さ
れ
る
人
に
金
銭
的
損
失
又
は
法
的
責
任
を
負
わ
せ
る
可
能
性
は
な
い
か
ら
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
さ

れ
た
。People v. A

beel, 182 N
.Y

. 415, 75 N
.E.307 （1905).

（
42
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, T

EN
T

A
T

IV
E D

RA
FT

 N
o.11, supra note 9, at 81.

こ
れ
は
、
模
範
刑
法
典
の
草
案
の
段
階
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
。

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
性
質
が
犯
罪
の
等
級
の
中
で
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
提
案
さ
れ
た
二
二
三
・
一
条
は
、
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
が
法
的
又
は
証
拠
と
し
て
の
重
要
性
を
有
す
る
又
は
有
す
る
と
表
示
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
を
制
限
す
る
こ
と

を
や
め
た
、
と
し
て
い
る
。

（
43
）		

Ibid. 

州
法
の
規
定
の
あ
り
方
と
し
て
、
多
く
は
法
的
重
要
性
を
有
す
る
文
書
を
客
体
の
一
覧
に
し
て
規
定
す
る
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
い
く
つ
か
の
州
は
、
金
銭
上
の
請
求
若
し
く
は
義
務
、
又
は
権
利
若
し
く
は
利
権
、
又
は
何
ら
か
の
財
産
を
示
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ

り
創
設
、
上
昇
、
譲
渡
、
履
行
、
又
は
減
少
し
た
と
表
示
す
る
そ
の
他
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
カ
バ
ー
す
る
一
般
的
な
規
定
で
一
覧
を
補

う
が
、
そ
の
よ
う
な
包
括
的
規
定
が
欠
け
る
場
合
、
偽
造
罪
の
適
用
範
囲
に
意
図
し
な
い
間
隙
が
生
じ
、
ま
た
包
括
規
定
は
、
同
種
解
釈
の
法



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
理
解

（
都
法
五
十
七–

二
）　　
　

二
七
五

則
に
従
っ
て
狭
く
解
釈
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
懸
念
か
ら
、
法
的
重
要
性
を
有
す
る
文
書
の
列
挙
と
い
う
方
式
を
避

け
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
44
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, O

FFICIA
L D

RA
FT A

N
D E

X
PLA

N
A

T
O

RY N
O

T
ES, supra note 31, at 154.
（
45
）		

Ibid.

（
46
）		

3 T
H

E A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 13, at 283. 

王
の
印
章
、
金
銭
、
そ
し
て
公

的
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
関
す
る
原
始
的
規
制
が
、
社
会
が
ま
す
ま
す
商
業
的
に
な
る
に
つ
れ
て
、
流
通
証
券
と
権
利
証
書
の
規
制
に
も
移
さ
れ
た

理
由
を
理
解
す
る
の
は
簡
単
で
あ
る
。
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
と
記
録
の
真
正
性
の
保
証
と
、
社
会
が
重
要
な
取
引
に
お
い
て
そ
れ
を
信
頼
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
実
際
的
な
必
要
性
だ
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
小
切
手
や
株
式
、
そ
の
他
の
有
価
証
券
、
契
約
書
、
譲
渡
証
書
等
、

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
法
的
効
果
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
が
、
手
か
ら
手
へ
金
銭
の
よ
う
に
流
通
す
る
と
い
う
真
実
が
認
識

さ
れ
、
偽
造
の
対
象
に
こ
れ
ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
含
む
べ
き
と
の
認
識
は
自
然
と
拡
大
し
た
と
説
明
さ
れ
る
。

（
47
）		

イ
ギ
リ
ス
法
は
「false
」
が
「instrum

ent

」
に
係
る
の
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
作
成
に
つ
い
て
「falsely

」
で
あ
る
と
い
う
定

義
を
用
い
て
お
り
、
偽
造
の
「
偽
り
」
と
い
う
要
素
に
関
し
て
ど
の
要
件
に
重
き
を
置
い
て
捉
え
て
い
る
か
が
異
な
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

そ
の
実
質
は
共
通
し
て
い
る
。

（
48
）		

P
ERK

IN
S &

 B
O

Y
CE, supra note 15, at 420.

虚
偽
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
作
成
の
最
も
一
般
的
な
方
法
は
、（
そ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
の
権

限
が
欠
如
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
）、（
１
）
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
用
意
し
て
そ
こ
へ
他
者
の
氏
名
を
署
名
す
る
、（
２
）
そ
こ
に
他
者
に
よ
る
裏

書
き
が
あ
る
と
み
せ
か
け
る
た
め
に
、
真
正
な
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
裏
に
他
者
の
名
前
を
据
え
る
、
又
は
（
３
）
他
者
に
よ
っ
て
完
成
さ

れ
た
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
重
要
な
変
更
を
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
模
範
刑
法
典
に
お
け
る
定
義
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
定
義

も
、
偽
造
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
一
般
に
想
定
さ
れ
る
名
義
の
冒
用
の
形
式
を
明
文
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。

（
49
）		

D
e Rose v. People. 64 Colo.332

（
50
）		

3 T
H

E A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 13, at 290.

で
は
、こ
の
事
件
に
つ
い
て
、「
金

銭
支
払
い
の
た
め
の
命
令
又
は
要
請
」
を
偽
造
し
た
罪
に
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。
被
告
人
は
職
長
と
し
て
支
払
い
の
基
礎
と
な
る
タ
イ
ム

ロ
ー
ル
を
作
成
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
文
書
そ
れ
自
体
を
不
正
に
作
成
し
た
と
は
言
え
な
い
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
51
）		

M
o

d
el P

en
a

l C
o

d
e, P

ro
po

sed O
fficia

l D
ra

ft, supra note 6, at176.

（
52
）		

3 T
H

E A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 13, at 290. 

有
効
な
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト

の
中
に
含
ま
れ
る
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
本
物
性
又
は
真
正
性
に
通
じ
る
要
素
と
、
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
正
確
さ
又
は
真
実
性
に
通
じ
る
要
素
の

間
に
線
が
引
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
中
に
含
ま
れ
る
虚
偽
の
陳
述
の
目
的
が
金
銭
又
は
そ
の
他
の
財
産
の
取
得
を
す
る
こ
と



二
七
六

で
あ
る
場
合
、
起
訴
内
容
を
二
二
四
・
一
条
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
か
ら
二
二
三
・
三
条
の
セ
フ
ト
へ
と
変
更
す
る
効
果
を
持
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、

人
の
「
優
れ
た
名
声
、
地
位
、
身
分
、
又
は
一
般
的
な
評
判
」
を
害
す
る
方
法
の
よ
う
に
、
他
の
方
法
で
被
害
者
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
目

的
の
場
合
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
真
実
性
に
関
わ
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
罪
の
成
立
を
維
持
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
犯

罪
が
、
何
ら
か
の
非
本
質
的
な
虚
偽
表
現
に
よ
る
犯
罪
的
誹
毀
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
適
用
可
能
と
す
る
こ
と
か
ら
防
ぐ
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
含

ま
れ
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
真
実
性
に
通
じ
る
要
素
と
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
真
正
性
に
通
じ
る
要
素
の
区
別
は
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い

て
成
立
す
る
犯
罪
を
分
け
る
重
要
性
を
有
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
53
）		

模
範
刑
法
典
で
は
、
偽
造
行
為
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
定
義
を
採
用
し
て
い
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
州
な
ど
代
表
的
な
州
法
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
用
語
を
用
い
た
定
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）		

Gilbert v. U
nited States,370 U

.S. 65,658

（1962

） 「『
作
成
の
真
偽
の
中
で
は
な
く
、
事
実
の
表
現
の
中
に
虚
偽
が
あ
る
』
場
合
、
そ
れ

は
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
で
は
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、L

A
FA

V
E, supra note 18, at 1023. 

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
フ
ォ
ー
ル
ス
プ
リ

テ
ン
ス
の
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
必
要
と
す
る
嘘
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
そ
れ
自
体
の
嘘
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
、
嘘
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
の
真
正
（genuineness
）
に
関
係
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
す
る
。

（
55
）		

Regina v. Ritson,L.R.,

（1869). 
こ
れ
に
関
し
て
、P

ERK
IN

S &
 R

O
N

A
LD, supra note 15, at 414-415

で
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
し
ば

し
ば
「
も
し
本
物
な
ら
、
明
ら
か
に
法
的
効
果
又
は
法
的
責
任
の
基
礎
と
な
る
何
ら
か
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
、
詐
取
す
る
意
図
で
、
虚
偽
の
作

成
又
は
重
要
な
改
変
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、
こ
の
定
義
は
、
採
用
で
き
な
い
、
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の

と
て
も
重
要
な
側
面
の
一
つ
は
、
直
接
の
結
果
が
虚
偽
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
重
点
は
「
虚
偽
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（false 

w
riting

）」
の
作
成
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
「
偽
り
の
作
成
（false m

aking

）」
を
い
う
定
義
は
不
十
分
で
あ
る
、
と

説
明
さ
れ
る
。「
偽
り
」
が
何
に
係
る
も
の
と
理
解
す
る
も
の
な
の
か
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
そ
の
説
明
方
法
と
し
て
い
か
な
る
表
現
が
妥
当

か
検
討
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

（
56
）		

C
A

RD, C
RO

SS &
 J O

N
ES, C

RIM
IN

A
L L

A
W, 506

（20th ed. 2012), 

拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
一
九
八
一
年
偽
造
法
の
『
虚
偽
』
文
書
概
念
と
そ
の

拡
大
（
一
）」
法
学
会
雑
誌
五
四
巻
一
号
五
六
一
、五
六
二
頁
参
照
。

（
57
）		

D
avid Cristal-K

irk, forgery reforged:A
rt-faking and com

m
ercial passing-off since 1981,49 M

od.L.Rrev.608

（1986

）．「T
ell 

a lie about it self

」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、1902

年
にK

enny

（O
utlines of the Crim

inal Law
, at 375

）
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た

と
さ
れ
る
。

（
58
）		

こ
れ
に
対
し
、
改
正
さ
れ
た
一
九
八
一
年
法
で
は
、
偽
造
の
定
義
を
偽
り
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
作
成
す
る
行
為
と
し
て
お
り
、「
重

要
な
一
部
」
に
つ
い
て
は
定
義
で
触
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
九
条
一
項
で
列
挙
さ
れ
る
具
体
的
な
偽
造
行
為
は
、（
ａ
）
あ
る
形
式
で
作



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
理
解

（
都
法
五
十
七–

二
）　　
　

二
七
七

成
さ
れ
た
と
表
示
さ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
の
形
式
で
作
成
し
て
い
な
い
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
場
合
、（
ｂ
）
授
権
に
基
づ
い
て
、
あ

る
形
式
で
作
成
さ
れ
た
と
表
示
さ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
の
形
式
で
作
成
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、（
ｃ
）
あ
る
用
語
で
作
成
さ

れ
た
と
表
示
さ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
れ
ら
の
用
語
で
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、（
ｄ
）
権
限
あ
る
人
に
よ
っ
て
、
あ
る
用
語
で
作
成
さ

れ
た
と
表
示
さ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
の
用
語
で
作
成
す
る
権
限
が
な
か
っ
た
場
合
、（
ｅ
）
任
意
の
点
に
つ
き
、
あ
る
人
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ

た
と
表
示
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
点
に
つ
き
変
更
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、（
ｆ
）
任
意
の
点
に
つ
き
権
限
を
も
っ
て
変
更
し
た
と
表
示

さ
れ
る
が
，
実
際
は
そ
の
点
に
つ
き
変
更
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、（
ｇ
）
あ
る
時
、
あ
る
場
所
で
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
情

況
下
で
作
成
・
変
更
さ
れ
た
と
表
示
さ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
場
合
、（
ｈ
）
実
在
す
る
人
物
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
又
は
変
更
さ
れ

た
と
表
示
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
実
在
し
な
い
場
合
を
指
す
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
具
体
的
に
適
用
さ
れ
る
場
面
は
、
全
部
又
は
重
要
な
一

部
を
真
正
に
作
成
し
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た
場
合
で
あ
る
と
い
え
、
実
質
的
な
内
容
と
し
て
は
一
九
一
三
年
法
が
意
図
し
た
も
の
と
大
差

な
い
と
解
さ
れ
る
。
拙
稿
・
前
掲
注
（
４
）
五
六
二
、五
六
三
頁
。

（
59
）		

P
ERK

IN
S &

 R
O

N
A

LD, supra note 15, at 415.

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
定
義
を
、「
明
白
に
法
的
な
重
要
性
を
有
す
る
虚
偽
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
詐
欺
的
な
作
成
」
と
し
た
上
で
、
こ
の
定
義
は
、
重
要
な
改
変
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
言
及
が
必
要
と
さ
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
の
発
想
は
与
え
ら
れ
た
定
義
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
付
加
的
な
陳
述
は
過
剰
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
定
義
の
中
で
重
要
な
改
変
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
の
は
、
初
期
の
著
者
の
誰
か
が
重
点
を
誤
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
し
、

「
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
詐
欺
的
な
作
成
又
は
虚
偽
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
著
し
い
変
更
」
と
い
っ
た
定
義
等
は
、
改
変
さ
れ
た
も
の
は
、
虚
偽

の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
い
た
め
、
不
正
確
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
60
）		

 3 T
H

E A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 13, at 298.

（
61
）		

Ibid.

（
62
）		

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
一
四
章
七
二
条
Ｃ
（
１
）（
ａ
）（
ⅱ
）
参
照
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
は
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
客
体
に
つ
い
て
、
法
的
効
果
を
有
す

る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
規
定
す
る
た
め
、
作
成
の
日
時
や
場
所
の
変
更
も
重
要
な
変
更
と
な
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
の
種
類
を
具
体
的
に
限
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
七
二
条
Ｃ
（
２
）（
ａ
）
に
お
い
て
情
報
の
記
録
を
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
含
む
と
広
く

定
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
と
っ
て
作
成
日
時
や
場
所
が
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
い
場
合
も
一
応
想
定
さ
れ
る
。

（
63
）		

P
ERK

IN
S &

 R
O

N
A

LD, supra note 15, at 427.

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
人
が
明
ら
か
な
法
的
重
要
性
を
有
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
他
人
の
名

前
を
署
名
し
た
と
い
う
裸
の
事
実
に
よ
っ
て
は
立
証
さ
れ
な
い
と
し
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
が
成
立
し
な
い
ケ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
、
署
名
に
つ

き
許
可
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
権
限
の
存
在
に
対
し
て
行
為
者
に
誠
実
な
信
頼
が
あ
る
場
合
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
実

質
的
に
虚
偽
だ
が
、
詐
取
す
る
意
図
な
し
に
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
と
は
な
ら
な
い
と
説
明
す
る
。
意
図
も
立
証
さ
れ
る



二
七
八

必
要
が
あ
る
。

（
64
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, T

EN
T

A
T

IV
E D

RA
FT N

o.11, supra note 9, at 84.
（
65
）		

L
A

FA
V

E, supra note 18, at 1023-1024. 

フ
ォ
ー
ル
ス
プ
リ
テ
ン
ス
に
似
た
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
詐
取
す
る
意
図
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
詐
欺
と
は
異
な
り
、
誰
か
が
実
際
に
金
銭
又
は
財
産
を
詐
取
さ
れ
る
こ
と
は
必
要
で
な
い
、
と
す
る
。
実
際
の
損
失
を
必
要
と
し
な
い
も

の
の
、
主
観
的
内
容
に
お
い
て
は
詐
欺
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
66
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, T

EN
T

A
T

IV
E D

RA
FT N

o.11, supra note 9, at 84.

（
67
）		

Ibid. 3 T
H

E A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 13, at 298.

（
68
）		

3 T
H

E A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 13, at 299.

当
時
の
州
法
の
中
に
は
、
明
確

に
金
銭
的
問
題
に
限
定
す
る
も
の
、
適
用
範
囲
が
曖
昧
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
州
に
お
い
て
明
確
に
単
な
る
金
銭
的
詐
欺
を
超
え
て

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
罪
を
拡
大
す
る
法
律
の
提
案
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
等
で
は
、
模
範
刑
法
典
が
出
さ
れ
た

当
時
か
ら
「
他
者
を
詐
取
す
る
（defraud

）、
欺
く
（deceive

）、
又
は
侵
害
す
る
（injure

）
意
図
」
と
規
定
し
、
清
廉
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

の
保
護
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
の
拡
大
と
い
う
考
え
方
に
同
意
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
69
）		

こ
の
他
、
前
述
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
等
で
は
、「deceive

」
も
加
え
て
主
観
的
意
図
の
要
件
を
規
定
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、

一
九
一
三
年
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
法
は
、
詐
取
す
る
意
図
又
は
騙
す
意
図
（intent to defraud or deceive

）
を
主
観
的
要
件
と
し
て
規
定
し

て
い
た
。
詐
取
す
る
意
図
と
騙
す
意
図
の
差
異
に
つ
い
て
は
、「
騙
す
こ
と
（to deceive

）
は
、
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
真
実
で
あ
る
と
人
に

信
じ
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
人
が
騙
す
こ
と
を
知
り
又
は
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
実
行
す
る
こ
と
だ
と
理
解
す
る
。
詐
取
す
る
こ
と
（to 

defraud

）
は
、
騙
す
こ
と
に
よ
っ
て
奪
う
こ
と
、
つ
ま
り
騙
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
に
損
害
と
な
る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
簡
潔

に
表
現
す
れ
ば
、
騙
す
こ
と
は
偽
り
に
よ
っ
て
一
定
の
心
理
状
態
を
引
き
起
こ
し
、
詐
取
す
る
こ
と
は
騙
す
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
行
動
を
引

き
起
こ
す
。」
と
説
明
さ
れ
る
。In Re London and Globe Finance Corporation, Lim

ited.[1903]1 Ch. 728, at 732.

（
70
）		

Forgery and Counterfeiting A
ct 1981.

（
71
）		

拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
一
九
八
一
年
偽
造
法
の
『
虚
偽
』
文
書
概
念
と
そ
の
拡
大
（
二
・
完
）」
法
学
会
雑
誌
第
五
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
）

二
一
四
頁
参
照
。

（
72
）		

Forgery and Counterfeiting A
ct 1981.

一
〇
条
一
項
参
照
。

（
73
）		

も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
実
質
的
に
無
形
偽
造
も
偽
造
に
含
め
て
理
解
す
る
等
、
文
書
を
用
い
て
騙
す
行
為
を
偽
造
と
し
て
広
く

捕
捉
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
文
書
の
真
正
性
の
保
護
の
観
点
か
ら
主
観
的
意
図
の
内
容
を
修
正
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
実
質
的
な
処
罰
の
必

要
性
か
ら
義
務
履
行
に
関
わ
る
作
為
・
不
作
為
を
誘
導
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
騙
す
行
為
に
あ
た
る
と
理
解
し
て
文
言
が
拡
大
さ
れ
た
も
の
と



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
理
解

（
都
法
五
十
七–

二
）　　
　

二
七
九

考
え
ら
れ
る
。

（
74
）		

 3 T
H

E A
M

ERICA
N L

A
W I N

ST
IT

U
T

E, M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 13, at 283.
（
75
）		

M
O

D
EL P

EN
A

L C
O

D
E, O

FFICIA
L D

RA
FT A

N
D E

X
PLA

M
A

T
O

RY N
O

T
ES, supra note 31, at 154.
（
76
）		
模
範
刑
法
典
の
二
二
三
条
は
、
セ
フ
ト
及
び
関
連
犯
罪
を
規
定
し
、
二
二
三
・
三
条
は
、
欺
く
こ
と
（deception

）
に
よ
る
セ
フ
ト
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

	

欺
罔
行
為
に
よ
っ
て
故
意
に
他
者
の
財
産
を
得
た
者
は
セ
フ
ト
の
罪
で
あ
る
。
人
が
、
故
意
に

	

（
１
）
法
、
価
値
、
意
思
又
は
そ
の
他
の
心
理
状
態
に
関
す
る
誤
解
を
含
め
誤
解
を
作
り
出
す
又
は
強
め
る
こ
と
。
た
だ
し
、
約
束
を
履
行
す

る
意
思
に
関
す
る
欺
罔
は
、
人
が
そ
の
後
約
束
を
履
行
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
の
み
か
ら
推
認
さ
れ
な
い

	

（
２
）
他
者
が
取
引
の
判
断
に
影
響
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と

	

（
３
）
欺
く
者
が
以
前
に
作
り
出
し
又
は
強
め
た
誤
解
を
是
正
せ
ず
、
又
は
欺
く
者
が
受
託
又
は
信
頼
関
係
に
あ
る
他
者
に
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
を
知
る
誤
解
を
是
正
す
る
こ
と
を
怠
る

	

（
４
）
自
己
が
譲
渡
又
は
抵
当
権
を
設
定
す
る
財
産
の
既
知
の
担
保
権
、
対
抗
請
求
権
、
又
は
そ
の
他
所
有
権
行
使
へ
の
法
的
障
害
を
、
そ
の

よ
う
な
障
害
が
有
効
か
否
か
、
又
は
公
的
記
録
の
も
の
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
怠
る

	

場
合
、
欺
罔
行
為
で
あ
る
と
す
る
、
と
定
め
る
。

（
77
）		

3 T
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E A
M
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A
W I N
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T

E, M
O

D
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EN
A
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O

D
E A

N
D C

O
M

EN
T

A
RIES, supra note 11, at 283.

（
78
）		

Id. at 283-284.

さ
ら
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
未
遂
罪
は
軽
罪
に
止
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

（
79
）		

Id. at 284.

（
80
）		

L
A

FA
V

E, supra note18, at 1023. 

フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
、
主
と
し
て
商
業
と
経
済
活
動
の
中
で
依
存
さ
れ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
真
正

（genuineness

）
の
中
の
信
頼
を
保
護
に
向
け
ら
れ
た
犯
罪
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
81
）		

文
書
に
対
す
る
公
共
的
信
用
が
、
実
質
と
し
て
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
が
、
私
見
と
し
て
は
文
書
が
社
会
に
お

い
て
証
拠
と
し
て
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
信
頼
で
あ
る
と
解
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
真
正
性
の
確
保
と
い
う
目
的
と
共

通
す
る
主
義
で
あ
る
と
考
え
る
。
保
護
法
益
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
２
）
七
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
82
）		
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o.11, supra note9, at 80. 3 T
H

E A
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A
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O
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E A
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C
O

M
EN

T
A

RIES, supra note 13, at 285.

た
だ
し
、L

A
FA

V
E, supra note 18, at 1024.

は
、
も
し
人
が
偽
造
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
通
用
さ

せ
、
そ
の
た
め
に
財
産
又
は
金
銭
を
受
け
取
る
こ
と
に
成
功
し
た
ら
、
彼
は
疑
い
な
く
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
に
加
え
て
詐
欺
の
犯
罪
で
有
罪
で
あ

る
と
す
る
。Loughridge v. State, 63 okula.Crim

.33, 72 P.2d 513 （1937

） 

に
お
い
て
も
、故
意
に
偽
造
し
た
小
切
手
を
銀
行
に
提
出
し
、



二
八
〇

金
銭
を
得
た
被
告
人
は
、
詐
欺
に
よ
っ
て
金
銭
を
得
た
こ
と
の
有
罪
判
決
が
適
切
に
維
持
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、「
被
告
人
が
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー

で
起
訴
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
彼
が
詐
欺
で
起
訴
さ
れ
な
い
こ
と
の
理
由
に
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
草
案

に
お
け
る
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
と
セ
フ
ト
と
の
関
係
へ
の
言
及
は
、
一
方
が
成
立
す
れ
ば
他
方
が
成
立
し
な
い
と
い
う
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な

く
、
密
接
に
関
連
し
て
犯
さ
れ
る
犯
罪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無
闇
に
加
重
し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
と
い
う
注
意
に
止

ま
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
83
）		
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o.11, supra note 9, at 80. 3 T
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RIES, supra note 13, at 285.

具
体
的
な
処
罰
に
関
し
て
は
、
主
観
的
要
件
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
通
り
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は

詐
取
す
る
意
図
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
も
の
の
、
実
際
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
か
ら
、
セ
フ
ト
と
の
関
係
で

い
え
ば
、財
産
的
侵
害
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
状
態
で
も
、フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
既
遂
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、本
文
の
例
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
小
切
手
の
作
成
行
為
と
着
服
行
為
を
単
純
に
比
較
す
れ
ば
、
実
際
に
既
に
損
害
が
生
じ
て
い
る
一
〇
〇
ド
ル
の
着
服
の
方
が
重
く
処
罰
さ

れ
る
べ
き
と
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
特
に
不
思
議
は
な
い
。
財
産
的
損
害
の
結
果
発
生
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
フ
ォ
ー
ジ
ェ
リ
ー
は
詐
取
行
為
そ

の
も
の
で
は
な
く
準
備
的
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
直
接
損
害
を
生
じ
る
財
産
犯
と
比
較
し
て
軽
く
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
発
想
は
我
が

国
と
別
段
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

（
84
）		
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o.11, supra note 9, at 77-84.


